
44
No.１２６２No.１２６２

市報市報

 令和３年令和３年((２０2１２０2１））

さかいみなとさかいみなと

 内　容

●新型コロナウイルス感染症関係　ほか・・P２～３

●連休中のごみ収集・休日保育　ほか・・・P４～５

●介護予防筋力向上トレーニング募集ほか・P６～７

●３月定例市議会報告　ほか・・・・・・・P８～15

●（新連載）環境への取り組み・・・・・・P16

●まちの話題・情報あらかると・・・・・・P17～19

●お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・P20～30

●子育てひろば・図書館に行こう　ほか・・P31～35

●学校給食レシピ・今月のげんきちゃん・・P36

妖怪イルミネーション製作妖怪イルミネーション製作
　境小学校３年生が、境地区民生児童委員
と一緒に「妖怪イルミネーション」を製作
しました。これは、”周辺にお住いの方々に
地域のことを聞き、水木しげるロードを訪
れた観光客の皆さまをガイドする活動”が新
型コロナウイルスの影響で、今年度は実施
できなかったため、地域との交流ができる
学びの場として同委員協議会が主催しまし
た。このイルミネーションは実際に、水木
しげるロードで点灯されます。
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新型コロナウイルスワクチン接種
　いよいよ４月下旬から、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が始まります。

　国が示している優先順位に基づき、4月中旬に、まず６５歳以上の人に接種券をお届け

します。

　ワクチン接種を受ける・受けないの判断は皆さん一人一人が決めることとなりますので、

ワクチンの有効性や副反応などの情報を随時お知らせします。

　また、接種の日程等も市報や市ホームページ、新聞折り込み等で順次お知らせします。

▼予防接種の意味

◇感染症にかかりにくくしたり、かかっても症状を軽くするための免疫（抵抗力）を強く

　するためにワクチンを接種します。

▼新型コロナウイルス感染症のワクチンの効果

◇ワクチンの接種により、新型コロナウイルス感染症

　の発症を予防します。

◇最初に使用されるファイザー社製の発症予防効果は

　約95％と報告されています。

◇ワクチン接種で十分な免疫ができるのは、2回目の

　接種を受けてから7日程度経って以降とされています。

▼副反応について

◇主な副反応は、注射した部分の痛み、頭痛、関節や筋肉の痛み、疲労、寒気、発熱等で

　す。まれに起こる重大な副反応として、ショックやアナフィラキシーがあります。

◇新しい種類のワクチンのため、これまでに明らかになっていない症状が出る可能性があ

　ります。

◇接種後に気になる症状を認めた場合は、接種医あるいはかかりつけ医に相談をしましょ

　う。

▼ワクチンの投与方法

◇通常、3週間の間隔をあけて筋肉内に2回接種します。

◇1回目と2回目に接種するワクチンは同じワクチンを接種します。

▼ワクチン接種を受けることができない人

◇明らかに発熱している人（通常３７.５℃以上）、重い急性疾患にかかっている人、ワク

　チンの成分に対し重度の過敏症の既往歴のある人等です。

◇該当すると思われる場合、必ず接種前の診察時に医師へ伝えましょう。

▼健康被害の救済制度

◇予防接種によって健康被害が生じた場合は、医療費や障害年金の給付など、国の救済制

　度が受けられます。

ワクチン接種にかかわらず、マスクの着用や手洗い等、

引き続き、感染防止策を行いましょう。
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ご寄付いただきありがとうございました

「非接触式感知器」の寄贈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　境港ロータリークラブから、非接触式感知器７台を寄贈いただきました。

「アルコールスタンド」の寄贈

　ネッツトヨタ鳥取（株）から、アルコールスタンド１台を寄贈いただきました。

©水木プロ
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　（一社）境港水産振興協会から令和２年の全国主要漁港取扱高の発表がありました。

　令和２年の境漁港の水揚げ量は、前年と比べ約１４．７％増の９８，２８９トンとな

り、全国第５位（前年７位）でした。また、水揚げ金額については、前年と比べ約

１４％減の１８２億７５１万円で、全国第６位（前年５位）でした。

令和２年の水揚げ量・全国第５位

▼問い合わせ先

　水産商工課水産振興係

　☎47－1055

連休中のごみの収集・受け入れ
　連休中の祝日等は、該当収集地区を下表のとおり収集します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（○ ⇒ 収集あり、× ⇒ 収集なし）

◇収集該当地区のみの収集となります。　◇集積場所への搬出（持ち出し）は、収集日の当日、午前8時までにお願いします。

◇５月５日（水）の古紙収集は、５月１２日（水）に振り替えての収集となります。

◇清掃センターおよびリサイクルセンターへの持ち込み（自己搬入）は、平日のみを受け入れ可とし、週休日および祝日は

　閉場のため受け入れ不可となります。

【毎月第３日曜日の家庭系ごみの受入れ】

　４月１８日（日）午前９時～正午　※ 搬入施設については、ごみ分別カレンダーの「自己搬入について」の欄をご参照ください。

区　分
可燃ごみ ・
軟質ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

資源ごみ
不燃ごみ

持ち込み
（自己搬入）古紙類 ビン缶類

４月２９日（木・昭和の日） 〇 × × × ×

5月３日（月・憲法記念日） 〇 × × 〇 ×

5月４日（火・みどりの日） 〇 × 〇 × ×

5月５日（水・こどもの日） × × 〇 〇 ×

▼問い合わせ先　清掃センター　☎４２－３８０３

連休中の休日保育・施設の開館状況

▼休日保育　利用を希望される人は、４月２２日（木）までに事前登録が必要です。

　◇対象児童　市内に住んでいる１歳６カ月から小学校就学前の児童で、保育園・認定こども園（保育部分）に通っている児童

　◇場所　地域子育て支援センターひまわり　　　　◇時間　午前7時30分～午後6時30分

　◇利用料　１日１回２０００円（保育料の階層により軽減あり）

　◇利用登録・問い合わせ先　子育て支援課　児童係　☎４７ー１０４６

▼ひまわり・きらきら　　※ひまわり臨時休館日：４月３０日（金）、５月７日（金）、５月１０日（月）

　◇地域子育て支援センターひまわり　☎２１－８１０３　　◇こども支援センターきらきら　☎４５－０１１６

４月 ５月

２９日
（木・祝）

３０日
（金）

１日
（土）

２日
（日）

３日
（月・祝）

４日
（火・祝）

５日
（水・祝）

休日保育 〇 × × 〇 〇 〇 〇

地域子育て支援センターひまわり 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

こども支援センターきらきら × 〇 × × × × ×
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～市民活動推進補助金の対象事業募集～

　市民活動推進補助金の対象事業を募集します。

▼対象団体　　　団体の運営に関する規約等があり、市内で活動する市民活動団体および企業

▼対象事業　　　市民活動団体および企業が実施し、市民活動（企業が行う営利を目的としない社会貢
　　　　　　　　献活動も含む）を促進するために適当と認める事業で、交付決定日（５月上旬を予定）
　　　　　　　　以降から実施（開始）するもの

▼補助限度額　　◇新規設立事業　　　　　１０万円 （補助対象経費の１０分の１０）
　　　　　　　　◇緑化事業　　　　　　　　６万円 （補助対象経費の５分の４以内）
　　　　　　　　◇一般事業（１回目）　　　３０万円 （補助対象経費の３分の２以内）
　　　　　　　　◇一般事業（２回目以降）　２０万円 （補助対象経費の２分の１以内）

▼申し込み方法　申請書等の必要書類を提出してください。
　　　　　　　　※申請書等は市ホームページまたは地域振興課窓口にて配布します。

▼申込期限　　　４月１５日（木）
　　　　　　　　※次期募集は７月に行います。募集内容については、市報７月号に掲載します。

▼審査方法等　　５月上旬で開催予定の審査会において、申請団体によるプレゼンテーションと審査員
　　　　　　　　と団体との質疑応答を行います。

▼問い合わせ先　地域振興課　企画係　☎４７－１０２４

　公益財団法人とっとり県民活動活性化センター（以下、「センター」）では、ビジネスパーソンや学生など、
地域の多様な人が仕事や勉学あるいは趣味などで培ったスキルや経験を持ち寄ってNPO等の団体を支援
する新しいカタチのボランティア「プロボノ」を推進しています。
　プロボノに興味を持ち、センターに登録しているプロボノワーカー（ボランティア実践者。以下「ワー
カー」）による支援を希望する団体を募集します。

▼支援内容　　　事業戦略支援（事業計画立案等）、マーケティング基礎調査等

▼申請要件　　　◇県内に事務所（所在地）または活動拠点を置く団体
　　　　　　　　◇営利を目的とせず、宗教・政治活動を主な目的としない団体
　　　　　　　　◇意思決定者および窓口担当者を最低１人置き、組織としての受入体制が確保できる
　　　　　　　　　団体
　　　　　　　　◇プロジェクト実施期間中、ワーカーやセンター等との電話・メールによる迅速な対
　　　　　　　　　応等、円滑なコミュニケーションが図れる団体

▼募集期間　　　４～６月頃

▼申請方法　　　申請書一式をセンターまでメール、郵送もしくは持参
　　　　　　　　※申請書の様式や募集要項はセンターのホームページからダウンロードできます。

▼問い合わせ先　とっとり県民活動活性化センター（西部窓口：西部とっとり創生支援センター）
　　　　　　　　☎３１－９６９４　　ホームページ（http://tottori-katsu.net/）

～とっとりプロボノ支援受け入れ団体募集～
（とっとり県民活動活性化センター事業）

市民活動を応援します
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【申し込み・問い合わせ先】 長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１

介護予防筋力向上トレーニング事業の
参加者を募集します

　市では、市民の皆さんが健康でいつまでも「自分らしく」生活していただくために介護予防筋力向上ト

レーニング事業として、機械を使ったパワーリハビリや誰でも簡単に出来る体操の教室を行っています。

　住み慣れた地域で元気に安心して暮らし続けることが出来るよう、積極的に取り組んで健康寿命（健康

上の問題で日常生活が制限されることなく生活出来る期間）を延ばし、生きがいを持っていきいきと過ご

していきましょう。

▼対　象

◇６５歳以上で、要介護１～５の認定を受けていないが、足腰が弱くなり、

　日常生活で介護予防を必要と感じている人

◇週１回、５カ月間の参加が可能な人

▼注意事項（参加制限など）

◇要支援１・２の認定を受けている人や、3カ月以内に入院または運動を含む日常生活の制限などがある

　人は、主治医の診断書が必要です。　　※診断書に要する費用は自己負担です。

◇要支援１・２の認定を受けている人は、①・②コースの参加となります。

▼実施期間 ５月１７日（月）～１０月１日（金）の週１回（各コース計１８～１９回）

▼参加費 １回２００円　

▼送　迎 ①器具コース、③フィットネスAコースは送迎があります。必要な人は、申し込み時に

　　　　　ご相談ください。（別途片道４０円が必要です。）

▼申し込み期間 ４月１日（木）～１６日（金）

▼内　容

コ　ー　ス 曜日
募集人数
（※）

内　　　容 場　　所 時　　間

①
器具コース
（パワーリハビリ）

月 １０人
個々に合ったプログラムに基づき、
専用の運動機器を使ったトレーニ
ングを行います。

いきいきリハビリ
センター
（さかい幸朋苑内）

午後２時～
３時３０分

火 １０人

木 １０人

② 介護予防コース 金 ２０人

ストレッチ体操などのほか、栄養
状態や口腔機能の改善を行い、介
護を必要としない身体を目指しま
す。

保健相談センター
午後２時～
３時３０分

③
フィットネス
Ａコース

火 ２０人

ストレッチ体操や道具を用いた体
操のほか、栄養改善や口腔機能の
向上に必要な知識や技術を学びま
す。

ナマステホール
（誠道町　こうほ
うえん敷地内）

午前１０時～
１１時３０分

④
フィットネス
Ｂコース

金 ２２人
体力に合わせて、ストレッチ体操
や道具を用いた体操を行います。

保健相談センター
午前１０時～
１１時３０分

※申し込み多数の場合は、新規参加者を優先します。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、実施状況を変更する場合があります。
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【申し込み・問い合わせ先】　長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１
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を
は
じ
め
と
す
る

諸
議
案
を
ご
審
議
願
う
に
あ
た
り
、

所
信
の
一
端
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

主
要
課
題
等
に
つ
い
て
基
本
的
な
考

え
方
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
、
昨
年
７
月
に
市
民
の
皆
様

の
ご
信
託
を
い
た
だ
き
、
市
長
に
就

任
し
て
か
ら
７
カ
月
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
積
極
的
に
外
に
出
て
、
現

場
の
生
の
声
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
「
良
い
も
の
」
は
継

続
・
発
展
さ
せ
、「
変
え
る
べ
き
も
の
」

は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
大
胆
に
変

え
る
姿
勢
の
も
と
、
で
き
る
こ
と
か

ら
一
つ
ず
つ
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
姿
勢
を
ぶ
れ
る

こ
と
な
く
貫
き
、「
公
正
・
利
他
の
心
」

を
も
っ
て
市
政
運
営
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
目
を
配
り

な
が
ら
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
子
育
て
支
援
な

ど
の
人
口
減
少
対
策
な

ど
に
加
え
、
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
光
が
当
た
っ
て

こ
な
か
っ
た
環
境
保
全

や
空
家
対
策
に
も
予
算

を
振
り
向
け
、
所
信
表

明
で
申
し
上
げ
た
重
点
項
目
に
つ
い

て
、
本
格
的
に
実
行
に
移
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
た
な
「
境
港
市
ま
ち

づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

道
筋
を
つ
け
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

機
能
強
化
が
進
ん
だ
港
湾
・
漁
港
・

空
港
の
「
３
つ
の
港
」
や
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
な
ど
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
思
う

よ
う
に
活
用
で
き
な
い
、
も
ど
か
し

い
状
況
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
中
で

も
、
コ
ロ
ナ
と
向
き
合
い
な
が
ら
の

関
係
者
一
丸
と
な
っ
た
努
力
が
実
を

結
び
、
待
望
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄

港
が
決
ま
り
、
米
子
鬼
太
郎
空
港
の

香
港
便
・
上
海
便
に
つ
い
て
も
、
夏

か
ら
運
航
再
開
さ
れ
る
可
能
性
が
出

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
に
お
い
て
は
、
地
元
の
方
々

が
新
し
い
形
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

挑
戦
さ
れ
、
こ
の
春
に
は
、
玄
関
口

で
あ
る
境
港
駅
前
公
園
に
ロ
ー
ド
と

一
体
と
な
っ
た
演
出
照
明
が
誕
生
し

ま
す
。

　

そ
し
て
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時

代
に
向
け
、
水
木
し
げ
る
記
念
館
は
、

生
ま
れ
変
わ
る
た
め
の
道
が
定
ま
り
、

建
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
具
体
化

し
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
新
た
な
交

流
拠
点
と
し
て
建
設
が
進
む
、仮
称
・

境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和

３
年
度
末
、
そ
の
全
貌
を
現
し
ま
す
。

　

桜
が
冬
に
開
花
の
準
備
を
始
め
、

春
に
は
満
開
の
花
を
咲
か
せ
る
よ
う

に
、
今
の
厳
し
い
時
期
を
、
こ
の
先

へ
の
準
備
期
間
と
捉
え
な
が
ら
乗
り

越
え
た
先
に
は
、
笑
顔
や
賑
わ
い
が

あ
ふ
れ
る
時
代
が
必
ず
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
市
民
や
事
業
者
の

方
々
の
困
っ
て
い
る
こ
と
、
悩
ん

で
い
る
こ
と
を
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、

市
民
生
活
や
地
域
経
済
を
全
力
で
守

り
抜
く
と
と
も
に
、

　
「
高
齢
者
に
寄
り
添
い
、
子
ど
も

た
ち
を
見
守
る
。
と
な
り
近
所
が
支

え
あ
い
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
。」

　
「
港
湾
、
漁
港
、
空
港
、
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
や
海
辺
が
賑
わ
い
、
市

民
や
本
市
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
の
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ま
ち
。」

そ
う
し
た
「
日
本
一
住
み
た
い
ま
ち　

境
港
」
の
実
現
に
向
け
、
全
力
で
歩

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
所
信
表
明
に
掲
げ
た

重
点
項
目
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策

市
民
生
活
・
地
域
経
済
の
下
支
え

　

水
産
業
や
観
光
業
を
は
じ
め
と
す

る
本
市
の
産
業
、
そ
し
て
市
民
の
暮

ら
し
に
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
中
、
そ

の
時
々
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
、

時
機
を
逃
さ
ず
躊
躇
な
く
実
行
し
て

き
ま
し
た
。

　

現
在
、
国
の
「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ

ル
事
業
」
等
の
一
時
停
止
や
、
大
都

市
圏
へ
の
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
な

ど
の
影
響
が
幅
広
い
業
種
に
及
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
休
業
ま
た
は
売
上

が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
事
業
者
の

方
々
を
対
象
に
、
一
律
10
万
円
の
緊

急
支
援
給
付
金
に
よ
る
支
援
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
先

日
に
は
、
市
内
で
の
消
費
喚
起
と
暮

ら
し
の
下
支
え
を
あ
わ
せ
て
図
る
た

め
、
全
市
民
へ
の
商
品
券
の
配
布
と
、

子
育
て
世
帯
へ
の
食
事
券
の
配
布
を
、

再
度
行
う
こ
と
を
決
め
、
来
月
上
旬

の
配
布
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

３月定例市議会報告
　３月定例市議会が２月２４日から３月２３日まで開催されました。
　はじめに、伊達市長が新年度の市政運営に向けての施政方針を述べた後、令和３年度
一般会計予算などが上程され、いずれも原案のとおり可決されました。

伊

達

市

長

の

施

政

方

針

市
民
生
活
・
地
域
経
済
の
下
支
え
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

取
り
巻
く
状
況
は
、
今
も
刻
々
と
変

化
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
支
援

策
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
様
々

な
声
を
汲
み
上
げ
、
国
や
鳥
取
県
が

実
施
す
る
対
策
に
加
え
、
本
市
独
自

で
も
支
援
を
行
う
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
尽
く
し
て
市
民
生
活
や
地
域

経
済
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

ワ

ク

チ

ン

接

種

　

発
症
や
重
症
化
の
予
防
効
果
が
期

待
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
向
け
、

国
を
あ
げ
た
準
備
が
進
ん
で
お
り
ま

す
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
も
、
接
種
体
制

を
整
え
、
国
の
示
す
接
種
の
優
先
順

位
や
時
期
に
基
づ
き
、
接
種
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
細
か
い
調
整
が
必

要
な
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
が
、

市
民
の
方
々
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
安
全
か
つ
迅
速
な
接
種
に
向
け
、

国
は
も
と
よ
り
、
鳥
取
県
や
済
生
会

境
港
総
合
病
院
、
境
港
医
師
協
会
な

ど
と
し
っ
か
り
と
連
携
し
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
後
も
感
染
し
な
い
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
マ
ス
ク
の
着
用
や
こ
ま
め
な
手

洗
い
・
消
毒
・
換
気
の
徹
底
、「
３

つ
の
密
」
を
避
け
る
と
い
っ
た
取
り

組
み
を
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
続
け
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
加
え
、
市
民

や
事
業
者
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
基

本
的
な
取
り
組
み
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
防
止
、
ひ

い
て
は
封
じ
込
め
に
つ
な
が
り
ま
す
。

共
生
の
ま
ち
づ
く
り

　

共
に
生
き
る
、
す
な
わ
ち
「
共

生
」
は
、
私
が
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
で
あ
り
ま

す
。
あ
ら
ゆ
る
年
代
・
境
遇
の
方
々

が
互
い
を
尊
重
し
合
っ
て
支
え
合
い
、

心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
共
生
社

会
の
実
現
、
そ
し
て
、
近
隣
地
域
や

自
然
と
の
共
生
を
目
指
し
、
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　

共
生
社
会
の
実
現
に
は
、
互
い
を

尊
重
し
支
え
合
う
意
識
が
、
一
人
ひ

と
り
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
、
境
港
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
主
催
す
る
「
ふ
れ
あ
い
パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
」
が
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
障
が
い
の

あ
る
方
も
な
い
方
も
一
緒
に
な
っ
て
、

ボ
ッ
チ
ャ
や
卓
球
バ
レ
ー
な
ど
の
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
交
流

を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
一
緒
に

汗
を
流
す
中
、
誰
も
が
気
軽
に
楽
し

み
な
が
ら
、
尊
重
し
支
え
合
う
意
識

を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
と
感

じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
一
層
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
障
が
い
者
施
策
に
関
す
る

指
針
で
あ
る
「
境
港
市
障
が
い
児
者

プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

か
ら
の
３
年
間
に
お
け
る
、
地
域
生

活
へ
の
移
行
目
標
や
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
な
ど
を
改
定
し

た
案
が
、
今
月
の
策
定
委
員
会
に
お

い
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
定
後
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
精

神
障
が
い
者
の
方
の
支
援
に
専
門
的

な
知
識
を
有
す
る
事
業
所
を
相
談
支

援
事
業
の
委
託
先
に
加
え
、
地
域
生

活
へ
の
移
行
支
援
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
方
の
生
活

を
地
域
全
体
で
支
え
る
「
地
域
生
活

支
援
拠
点
整
備
事
業
」
に
新
た
に
取

り
組
み
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活

す
る
上
で
重
要
と
な
る
、
緊
急
時
の

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
や
受
入
体
制
の
確
保
な
ど
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
級

ま
た
は
３
級
を
持
た
れ
て
い
る
方
を
、

７
月
か
ら
特
別
医
療
費
の
助
成
対
象

に
加
え
る
と
と
も
に
、
知
的
障
が
い

の
あ
る
方
な
ど
に
も
、
紙
お
む
つ
の

給
付
対
象
を
広
げ
、
障
が
い
種
別
に

よ
る
格
差
の
解
消
を
図
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
治
療
を

受
け
た
方
へ
の
ウ
ィ
ッ
グ
や
補
正
下

着
の
購
入
に
対
す
る
助
成
を
通
じ
て
、

社
会
復
帰
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
理

解
が
こ
こ
数
年
、
随
分
深
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
当
事
者
の
思
い
を
受
け
止

め
、
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

た
め
、
令
和
３
年
度
中
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
を
目
指
し
、

制
度
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

技
能
実
習
や
特
定
技
能
の
資
格
を

有
す
る
外
国
人
材
の
方
々
は
、
本
市

の
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
を
支
え

て
い
る
一
員
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

地
域
住
民
と
共
に
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

近
年
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
人
材
が

大
き
く
伸
び
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、

国
際
交
流
員
を
新
た
に
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
も
招
致
し
ま
す
。
交
流
員
の
方
に

は
、
生
活
な
ど
に
お
け
る
相
談
や
課

題
解
決
に
加
え
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム

を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
、
相
互
理

解
の
促
進
を
図
る
活
動
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

近
隣
地
域
と
の
共
生
に
向
け
て

　

本
市
は
こ
れ
ま
で
、
中
海
・
宍
道

湖
・
大
山
圏
域
の
市
町
村
と
の
連
携

に
よ
り
、
各
地
域
の
特
性
を
生
か
し

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
社
会
基

盤
や
特
徴
的
な
資
源
を
広
範
囲
で
利

活
用
し
、
圏
域
全
体
で
の
繁
栄
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
変

わ
る
こ
と
な
く
、
圏
域
の
市
町
村
と

共
に
生
き
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

連
携
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て

き
た
圏
域
市
長
会
は
、
発
足
か
ら
10

年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
築
き
上
げ
ら

れ
た
強
固
な
連
携
を
さ
ら
に
深
化
さ

せ
、「
住
み
た
く
な
る
圏
域
づ
く
り
」

の
実
現
を
目
指
し
、
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

圏
域
全
体
で
の
広
域
観
光
や
企
業

誘
致
な
ど
が
進
み
、
経
済
が
発
展
す

る
と
と
も
に
、
雇
用
の
受
け
皿
と
も

な
り
、あ
た
か
も
「
ひ
と
つ
の
ま
ち
」

と
し
て
生
活
圏
を
形
成
す
る
た
め
、

米
子
・
境
港
間
の
高
規
格
道
路
を
は

じ
め
圏
域
内
を
「
８
の
字
」
に
結
ぶ

道
路
網
の
実
現
に
向
け
、
圏
域
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
設
立
さ
れ
た「
中
海
・

宍
道
湖
圏
域
道
路
整
備
勉
強
会
」
に

お
い
て
、
広
域
的
な
視
点
か
ら
の
必

要
性
が
整
理
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
早
期
整
備
に
向
け
た
進
展
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
官
民

が
一
丸
と
な
っ
て
、
継
続
し
て
訴
え

て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
議
会

や
経
済
界
な
ど
と
と
も
に
、
国
に
強

く
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

圏
域
市
長
会
に
お
い
て
も
、
発
足

10
年
目
の
記
念
事
業
と
し
て
「
全
国

街
道
交
流
会
議
」
を
開
催
し
ま
す
。

国
や
鳥
取
・
島
根
両
県
と
一
緒
に

な
っ
て
準
備
を
進
め
、
人
や
も
の
が

往
来
し
、
交
流
の
基
盤
と
な
る
「
街

道
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
会
議
を
通
じ

て
、
圏
域
内
の
高
規
格
道
路
網
の
早

期
実
現
に
向
け
た
機
運
を
醸
成
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

近
隣
地
域
と
の
共
生
に
向
け
て

３月定例市議会報告
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米
子
市
と
は
、
昨
年
の
連
携
懇
談

会
を
き
っ
か
け
に
、
弓
ヶ
浜
や
美
保

湾
の
環
境
保
全
イ
ベ
ン
ト
を
共
同
で

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
令

和
３
年
度
に
つ
い
て
も
、
時
機
を
見

て
開
催
し
、
両
市
で
共
通
す
る
課
題

の
解
決
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
で
あ

り
ま
す
。

自
然
と
の
共
生
に
向
け
て

　

本
市
は
三
方
が
豊
か
な
海
に
開
け
、

そ
こ
か
ら
多
く
の
恵
み
を
受
け
、
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

地
球
温
暖
化
の
進
展
に
伴
う
海
水
温

の
上
昇
の
影
響
を
受
け
、
水
揚
げ
さ

れ
る
魚
の
種
類
や
量
に
大
き
な
変
化

が
生
じ
て
お
り
、
海
辺
に
目
を
転
じ

る
と
、
多
く
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

が
散
乱
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
現
実

に
向
き
合
い
、
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
、

ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
む
と
い
っ

た
自
ら
が
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
て

い
く
べ
き
と
常
日
頃
か
ら
思
っ
て
お

り
、
市
政
に
お
い
て
も
、
他
に
誇
れ

る
海
や
海
辺
を
守
り
、
自
然
と
共
に

生
き
て
い
く
た
め
、
様
々
な
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、

２
０
５
０
年
を
目
標
に
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
に
つ
い

て
、
本
市
で
も
、
本
日
こ
の
場
に
お

い
て
宣
言
し
ま
す
。

　

今
後
、
小
学
６
年
生
を
対
象
と
し

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

環
境
学
習
や
、
家
庭
用
蓄
電
池
の
整

備
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
新
た
に
取

り
組
む
ほ
か
、
持
続
可
能
な
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
も

盛
り
込
ん
だ
環
境
基
本
計
画
を
策
定

し
、
市
民
・
事
業
者
一
丸
と
な
っ
た

活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

海
や
海
辺
を
守
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
圏
域
で
中
海
・
宍
道
湖
の

一
斉
清
掃
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
加
え
、
弓
ヶ
浜
や
美
保
湾
に

つ
い
て
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
と
お

り
、
米
子
市
と
共
同
で
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
本
市
に
お
い
て
、

漂
着
ご
み
の
清
掃
活
動
と
、
参
加
者

へ
の
リ
ユ
ー
ス
可
能
な
食
器
を
使
用

し
た
カ
ニ
汁
の
ふ
る
ま
い
の
ほ
か
、

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
等
に
関
す

る
講
演
を
予
定
し
て
お
り
、
多
く
の

方
に
身
近
な
問
題
と
し
て
捉
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
年
度
以
降
も
、
両
市
で
継
続
し

て
開
催
し
、
息
の
長
い
イ
ベ
ン
ト
に

育
て
上
げ
る
と
と
も
に
、
日
本
の
渚

百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
弓
ヶ
浜
の
美

し
い
砂
浜
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
、

あ
わ
せ
て
開
催
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

人

口

減

少

対

策

　

本
市
の
人
口
は
、
10
年
後
に
は

３
万
人
を
割
り
込
む
こ
と
が
推
計

さ
れ
て
お
り
ま
す
。「
子
育
て
支
援
」

と
「
移
住
・
定
住
」
を
両
輪
と
し
た

対
策
を
進
め
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
お
住
ま
い
い
た
だ
き
、
本
市
の
持

続
的
発
展
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

子

育

て

支

援

　

こ
れ
ま
で
「
子
育
て
す
る
な
ら
境

港
」
を
掲
げ
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
総
合
的

な
支
援
に
懸
命
に
取
り
組
み
、
出
生

率
・
出
生
数
の
増
加
を
目
指
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
よ
り

厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
る
中
、
一

層
き
め
細
か
い
対
策
を
打
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
家
庭
に
寄
り
添
っ
た

支
援
や
保
育
の
質
の
向
上
を
、
さ
ら

に
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
成
長
や
生
活
環
境
に
は

幅
が
あ
り
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た

支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
訪
問
型

に
よ
る
家
庭
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

強
化
し
ま
す
。
新
生
児
訪
問
か
ら
お

よ
そ
半
年
後
と
な
る
、
生
後
８
カ
月

前
後
の
時
期
に
も
新
た
に
訪
問
し
、

離
乳
食
へ
の
移
行
や
保
育
園
等
へ
の

入
園
に
向
け
た
準
備
な
ど
、
こ
の
時

期
特
有
の
不
安
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
新
生
児
訪
問
や

健
診
の
対
象
と
な
ら
な
い
未
就
園
児

が
い
る
家
庭
を
全
戸
訪
問
し
、
子
育

て
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
悩
ん
で
い

る
こ
と
を
伺
い
、
孤
立
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
育
の
質
の
向
上
に
向
け
て
は
、

保
育
士
が
子
ど
も
に
し
っ
か
り
と
向

き
合
う
時
間
を
増
や
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
保
育
士
の
事
務
負
担

の
軽
減
な
ど
を
図
る
た
め
、
公
立
保

育
園
に
本
年
度
導
入
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
の
機
能
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
私
立
保
育
園
等
の
シ
ス
テ
ム
整

備
に
対
し
て
も
助
成
し
ま
す
。

　

女
性
の
社
会
進
出
が
進
み
、
共
働

き
家
庭
が
増
え
る
中
、
男
女
を
問
わ

ず
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
が
課
題

で
あ
り
、
今
月
行
っ
た
境
港
商
工
会

議
所
と
の
政
策
懇
談
に
お
い
て
、
子

育
て
し
な
が
ら
働
き
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
に
つ
い
て
、
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。
今
後
、
本
市
の
子
育
て

支
援
に
関
す
る
施
策
を
積
極
的
に
情

報
提
供
し
て
い
く
と
と
も
に
、
職
場

環
境
の
整
備
に
向
け
た
支
援
や
環
境

が
整
っ
て
い
る
事
業
所
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、

事
業
者
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
意

見
を
踏
ま
え
た
施
策
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
市
内
で
１
カ
所
の
み
の
病
児
・

病
後
児
保
育
施
設
に
米
子
市
の
３
カ

所
を
加
え
、
土
曜
日
の
対
応
や
受
け

入
れ
で
き
る
人
数
を
増
や
し
、
利
便

性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
先

般
ま
と
ま
っ
た
「
保
育
の
あ
り
方
」

を
踏
ま
え
、
０
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

の
一
貫
保
育
の
実
現
な
ど
に
向
け
た
、

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
不
妊
治
療
に
対
す
る

助
成
に
つ
い
て
も
、
国
や
鳥
取
県
の

拡
充
に
あ
わ
せ
、
助
成
回
数
や
所
得

制
限
な
ど
を
見
直
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
、
育
て
ら
れ
る
環
境
の
構
築

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

移

住
・

定

住

対

策

　
「
市
内
で
増
加
の
一
途
を
辿
る
空

家
を
う
ま
く
利
活
用
し
、
移
住
・
定

住
な
ど
に
つ
な
げ
た
い
。
そ
し
て
、

地
域
に
賑
わ
い
と
活
力
を
も
た
ら
し

た
い
。」
こ
の
強
い
思
い
か
ら
、
就

任
後
真
っ
先
に
空
家
対
策
に
着
手
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
、
改
修
に
対
す

る
助
成
と
、
助
成
を
活
用
し
改
修
し

た
空
家
に
県
外
か
ら
移
住
さ
れ
る
方

へ
の
奨
励
金
制
度
を
新
た
に
設
け
、

利
活
用
と
移
住
双
方
の
促
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
一
方
で
、
傷
み
が

激
し
く
利
活
用
が
困
難
と
思
わ
れ
る

空
家
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

解
体
が
進
め
ば
、
新
た
な
住
宅
が
建

て
ら
れ
、
本
市
へ
移
住
・
定
住
す
る

方
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

特
定
空
家
に
至
ら
な
い
、
こ
う
し
た

物
件
に
つ
い
て
、
早
期
の
解
体
を
後

押
し
す
る
た
め
、
解
体
に
対
す
る
助

成
を
５
年
間
に
限
定
し
て
行
う
と
と

も
に
、
助
成
を
活
用
し
解
体
し
た
場

子

育

て

支

援

自
然
と
の
共
生
に
向
け
て

移

住
・

定

住

対

策
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合
に
は
、
固
定
資
産
税
の
一
部
を
３

年
間
減
免
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
本
市
へ
移
住
・
定
住

さ
れ
た
方
が
数
多
く
暮
ら
す
夕
日
ヶ

丘
団
地
に
お
い
て
は
、
市
と
35
年
間

の
宅
地
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
た

方
に
、
契
約
期
間
満
了
後
、
譲
渡
す

る
制
度
を
新
た
に
導
入
し
、
現
在
、

定
期
借
地
権
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
も
含
め
、
定
住
促
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
新
た
な
支
援
策
や
制
度

に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
や
機
会

を
捉
え
、
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

独
自
で
空
家
調
査
を
行
っ
て
い
る
竹

内
町
自
治
会
な
ど
地
域
と
の
連
携
を

強
化
し
て
空
家
の
利
活
用
や
解
体
の

促
進
を
図
り
、
本
市
へ
の
移
住
・
定

住
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
地

域
の
産
業
や
文
化
な
ど
に
触
れ
る
と

と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
や
市
政
へ
の

関
心
を
深
め
、
ま
ち
の
未
来
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
、

本
市
を
担
う
人
材
の
定
住
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
小
中
学
校
で
は
、
伯
州
綿

や
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
な
ど
を
題
材

と
し
た
研
究
活
動
、
市
内
の
職
場
体

験
学
習
「
ワ
ク
ワ
ク
境
港
」
な
ど
、

様
々
な
ふ
る
さ
と
教
育
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
加

え
、
農
業
や
水
産
業
の
体
験
学
習
の

機
会
を
設
け
る
こ
と
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
校
生
が
地
元
企
業
の
仕

事
な
ど
を
見
学
し
、
関
心
や
理
解
を

深
め
る
「
オ
ー
プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
」

を
市
内
の
高
校
な
ど
と
連
携
し
て
開

催
し
、
地
元
へ
の
就
職
の
促
進
・
定

着
を
図
る
ほ
か
、
市
内
在
住
の
中
高

生
な
ど
を
対
象
に
「
未
来
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
と
題
し
、
自
分
た
ち
の

住
む
ま
ち
の
未
来
に
つ
い
て
、
自
身

で
考
え
て
も
ら
う
場
を
設
け
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

支

え

愛

に

よ

る

超
高
齢
社
会
対
策

支

え

愛

活

動

の

拡

大

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
高
齢
者
の

方
々
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
生
き

が
い
を
持
ち
、
元
気
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

医
療
や
介
護
な
ど
の
専
門
機
関
は
も

と
よ
り
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
包

括
ケ
ア
体
制
の
構
築
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
地
域
で
暮
ら
す

人
々
の
支
え
愛
の
輪
が
広
が
り
、「
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
た
、
顔
の
見
え

る
地
域
づ
く
り
」
が
進
ん
で
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
現
在
、「
支
え
愛
マ
ッ
プ
」

の
作
成
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
災
害

時
だ
け
で
な
く
、
平
時
の
見
守
り
や

買
い
物
支
援
な
ど
、
地
域
の
支
え
愛

活
動
の
動
き
が
生
ま
れ
て
お
り
、
事

例
発
表
な
ど
の
機
会
を
設
け
、
市
内

全
体
に
支
え
愛
の
機
運
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
て

　

本
市
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
、

心
身
の
健
康
状
態
を
自
分
自
身
で
把

握
す
る
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
普
及

と
、
栄
養
・
運
動
・
社
会
参
加
の
健

康
長
寿
の
３
本
柱
に
自
ら
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
フ

レ
イ
ル
予
防
を
推
進
し
、
健
康
寿
命

の
延
伸
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
策
定
委
員
会
で
ご
審
議
い

た
だ
い
て
い
る
、
令
和
３
年
度
か
ら

の
「
第
８
期　

境
港
市
高
齢
者
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
お

い
て
も
、
フ
レ
イ
ル
予
防
を
中
心
と

し
た
介
護
予
防
活
動
に
力
を
入
れ
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
い
き
い
き
百
歳

体
操
を
は
じ
め
介
護
予
防
の
た
め
の

体
操
を
ま
と
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
、

市
民
一
丸
と
な
っ
た
活
動
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
の
定
期
的
な
健

診
（
検
診
）
の
受
診
を
推
進
し
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
る
重
症
化

予
防
に
引
き
続
き
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。「
境
港
市
健
康
づ
く
り

推
進
計
画
」
に
基
づ
く
、
特
定
年
齢

を
対
象
と
し
た
骨
密
度
検
査
や
歯
科

検
診
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
を
懸
念

し
、
特
定
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
の

受
診
が
先
送
り
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費
用
の
助
成
を
、
感
染
す
る

と
重
症
化
し
や
す
い
妊
婦
や
重
度
障

が
い
者
の
方
に
も
拡
充
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

さ
か
な
・
鬼
太
郎
・
港

を
生
か
し
た
産
業
振
興

水

産

業

の

振

興

　

境
漁
港
の
令
和
２
年
の
水
揚
量
は
、

前
年
比
15
％
増
の
９
万
８
千
ト
ン
余
、

水
揚
金
額
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

飲
食
店
等
で
の
需
要
の
減
少
に
伴
う

単
価
の
下
落
な
ど
が
響
き
、
前
年
比

14
％
減
の
１
８
２
億
円
余
と
、
そ
れ

ぞ
れ
10
万
ト
ン
・
２
０
０
億
円
の
大

台
を
割
り
込
む
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
境
漁
港
で
は
、

高
度
衛
生
管
理
型
漁
港
・
市
場
整
備

が
着
々
と
進
み
、
水
揚
げ
さ
れ
る
鮮

魚
に
は
、
安
全
・
安
心
と
い
う
新
た

な
付
加
価
値
が
加
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

加
工
品
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
商
品

が
生
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
冬
、
地
域

の
団
体
が
企
画
さ
れ
た
「
境
港
じ
ゃ

ん
こ
と
カ
ニ
感
謝
祭
」
で
も
、
新
た

な
商
品
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

市
場
の
近
く
に
立
地
し
、
鮮
魚
や
加

工
品
な
ど
が
並
ぶ
境
港
水
産
物
直
売

セ
ン
タ
ー
は
一
新
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
中
で
あ
り
ま

す
が
、
鳥
取
県
や
水
産
業
界
と
一
丸

と
な
っ
て
、「
鮮
魚
・
加
工
品
・
産

地
境
港
」
の
３
点
を
、
マ
グ
ロ
感
謝

祭
や
水
産
ま
つ
り
、
カ
ニ
感
謝
祭
な

ど
地
元
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
首

都
圏
や
関
西
圏
で
築
い
た
Ｐ
Ｒ
の
場

を
生
か
し
、
売
り
込
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
魚
に
親
し
む
、
お
さ
か
な
探
検
や

フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
キ
ッ
チ
ン
、
中
野
港

漁
師
と
の
交
流
な
ど
に
加
え
、
大
人

が
楽
し
み
な
が
ら
、
鮮
魚
の
捌
き
方

や
調
理
方
法
を
身
に
付
け
る
料
理
教

室
を
新
た
に
開
催
し
、
魚
食
の
普
及

と
普
及
活
動
を
担
う
人
材
の
育
成
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

観

光

の

振

興

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
は
、
平
成
５

年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
多
く
の
皆
様
に

愛
さ
れ
、
累
計
入
込
客
数
が
４
千
万

人
を
突
破
し
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
昨
年
の
入
込
客
数
は
14
年
ぶ
り

に
１
０
０
万
人
を
下
回
る
96
万
人
余

に
留
ま
り
、
水
木
し
げ
る
記
念
館
の

入
館
者
数
も
９
万
人
余
と
、
初
め
て

10
万
人
を
割
り
込
む
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
て

水

産

業

の

振

興

支

え

愛

活

動

の

拡

大

観

光

の

振

興
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こ
の
よ
う
な
中
、
先
ほ
ど
触
れ

た「
境
港
じ
ゃ
ん
こ
と
カ
ニ
感
謝
祭
」

は
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
な
ど
に

よ
り
、
先
月
と
今
月
に
予
定
さ
れ
て

い
た
イ
ベ
ン
ト
が
残
念
な
が
ら
中
止

と
な
り
、
先
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
こ
う
し
た

方
法
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
魅

力
の
発
信
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
知
恵
を

出
し
合
い
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
今
月
の
検
討
委

員
会
に
お
い
て
「
現
在
地
で
の
建
て

替
え
が
最
も
妥
当
」
と
の
結
論
が
出

さ
れ
、
来
月
に
は
最
終
提
言
を
い
た

だ
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
記

念
館
と
な
る
よ
う
、
今
後
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
、
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
多
様
な
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
水
木
し
げ
る
先

生
の
生
誕
１
０
０
年
の
節
目
と
な
る

来
年
３
月
を
目
指
し
、
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

美
保
湾
周
辺
に
お
い
て
は
、
昨
年
、

弓
ヶ
浜
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
、
境

夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
新
た
な
観

光
資
源
が
相
次
い
で
誕
生
し
ま
し
た
。

　

弓
ヶ
浜
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
に

お
い
て
は
、
昨
年
12
月
、
鳥
取
県
が

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
に
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
拠
点
と
な
る
施
設

を
設
置
し
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
始
ま
り
ま
し
た
。

密
に
な
り
に
く
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

安
心
し
て
楽
し
め
る
利
点
を
持
ち
合

わ
せ
た
こ
の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を
引
き
続
き
支

援
し
魅
力
の
発
信
を
図
る
と
と
も
に
、

一
層
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

方
法
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い

て
は
、
４
月
に
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
の

お
客
様
を
初
め
て
お
迎
え
で
き
る
予

定
で
あ
り
、
今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
、
誘
致
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、10
月
に
は
、昨
年
延
期
と
な
っ

た
「
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国
大
会
」

を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
万
全
を
期
し
た
上
で
、
開
催

す
る
計
画
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
施
設
に
弓
ヶ
浜
・
美

保
湾
も
加
え
、
境
港
管
理
組
合
や
施

設
の
指
定
管
理
者
な
ど
と
も
連
携
し
、

み
な
と
や
海
辺
を
生
か
し
た
賑
わ
い

づ
く
り
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

農

業

の

振

興

　

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
農

家
の
減
少
が
進
む
中
、
今
後
も
西
日

本
を
代
表
す
る
白
ね
ぎ
産
地
と
し
て

発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
農
業
を

若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
産
業
と
し

て
育
成
し
、
経
営
の
安
定
と
競
争
力

の
強
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
鳥
取
県
な
ど
と

連
携
し
、
新
規
就
農
者
や
認
定
農
業

者
な
ど
の
担
い
手
に
対
し
て
、
様
々

な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
農
地
の

集
積
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
の
方
々
に
は
、
関
係

機
関
に
よ
る
技
術
指
導
の
ほ
か
、
就

農
初
期
に
お
け
る
設
備
の
導
入
や
農

地
の
確
保
に
対
す
る
助
成
、
様
々
な

用
途
に
活
用
で
き
る
交
付
金
な
ど
に

よ
り
、
営
農
基
盤
の
確
立
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
移
住
し
て
こ
ら
れ
る

方
に
は
、
住
宅
の
確
保
に
必
要
な
費

用
も
あ
わ
せ
て
助
成
し
ま
す
。
認
定

農
業
者
等
の
方
々
に
つ
い
て
も
、
経

営
規
模
の
拡
大
に
向
け
た
設
備
の
導

入
に
対
す
る
助
成
な
ど
を
通
じ
て
、

支
援
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
竹
内
町
の
五
ヶ
井
手
川
西

側
で
進
め
て
い
る
農
地
耕
作
条
件
改

善
事
業
に
よ
り
再
生
さ
れ
る
農
地
に

つ
い
て
、
主
に
担
い
手
の
方
々
に
貸

し
出
し
、
農
地
の
拡
大
・
集
積
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

未
来
に
つ
け
を
回
さ

な
い
行
財
政
運
営

財

政

運

営

　

こ
れ
ま
で
の
徹
底
し
た
行
財
政
改

革
と
規
律
あ
る
財
政
運
営
の
成
果
に

よ
り
、
本
市
の
財
政
状
況
は
目
に
見

え
る
形
で
改
善
し
、
自
立
・
持
続
可

能
な
財
政
基
盤
の
確
立
が
図
ら
れ
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
保
障
関
係

経
費
の
増
大
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
大

規
模
な
財
政
出
動
や
税
収
の
落
ち
込

み
が
、
国
の
財
政
状
況
を
一
層
深
刻

な
も
の
と
し
、
地
方
財
政
に
も
影
を

落
と
し
て
お
り
ま
す
。
本
市
に
お
い

て
も
、
今
後
、
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
移
住

の
促
進
等
に
よ
り
自
主
財
源
の
確
保

を
図
る
な
ど
、
未
来
に
つ
け
を
回
さ

な
い
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
考
え

で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い

て
は
、
仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
関
連
経
費
に
よ
り
、
規
模

が
大
き
く
膨
ら
む
中
、
所
信
表
明
で

申
し
上
げ
た
重
点
項
目
に
は
最
大
限

配
慮
し
編
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
お
い
て
も
、
将
来
世
代

に
過
度
な
つ
け
を
回
さ
な
い
よ
う
、

歳
出
に
お
い
て
は
、
行
政
コ
ス
ト
の

削
減
に
加
え
、
鳥
取
県
西
部
広
域
行

政
管
理
組
合
で
今
後
予
定
さ
れ
て
い

る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
に

備
え
、
基
金
へ
の
年
次
的
な
積
み
立

て
を
始
め
ま
す
。
歳
入
に
お
い
て
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
と
し
て
積
み

増
し
た
基
金
な
ど
を
有
効
に
活
用
す

る
と
と
も
に
、
市
債
借
入
に
つ
い
て
、

将
来
に
わ
た
り
公
債
費
が
適
正
な
規

模
と
な
る
よ
う
、
借
入
額
の
抑
制
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

行
政
運
営
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

　

情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）が
日
々

進
歩
す
る
中
、
行
政
運
営
に
お
い
て

も
、
様
々
な
場
面
で
の
活
用
が
考
え

ら
れ
、
市
民
の
方
々
の
利
便
性
の
向

上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
業
務
の
効

率
化
に
よ
り
、
職
員
の
限
り
あ
る
時

間
を
、
市
民
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合

う
時
間
や
政
策
課
題
に
つ
い
て
検
討

す
る
時
間
に
振
り
向
け
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
金
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
の
納
付
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ

る
決
済
を
導
入
す
る
ほ
か
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
住
民
票

な
ど
を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

交
付
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

ま
た
、
仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
り
利
用
予
約
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
取
り
入
れ
、
利
便
性
の
向
上
を
図

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

業
務
の
効
率
化
に
向
け
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
定
型
的
な
問
い

合
わ
せ
に
対
し
て
Ａ
Ｉ
が
自
動
回
答

す
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
や
、
Ａ
Ｉ
が

審
議
会
等
の
音
声
を
認
識
し
、
議
事

録
を
迅
速
に
作
成
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
運
営
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

財

政

運

営

農

業

の

振

興
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所
信
表
明
に
掲
げ
た
重
点
項
目
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、仮
称
・

境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、

市
民
生
活
に
密
着
し
た
「
教
育
の
充

実
」
や
「
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

３
カ
年
の
継
続
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
、
仮
称
・
境
港
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
は
い
よ
い

よ
最
終
年
度
を
迎
え
ま
す
。
多
く
の

方
が
一
日
も
早
い
オ
ー
プ
ン
を
待
ち

望
ん
で
お
り
、基
本
理
念
で
あ
る「
み

ん
な
が
集
ま
る
広
場
の
よ
う
な
複
合

施
設
」
の
と
お
り
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
多
く
の
人
々
が
気
軽
に
集

い
、
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
施
設
と
な
る

よ
う
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

施
設
の
名
称
は
、
こ
れ
ま
で
使
用

し
て
き
た
「
境
港
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
」
と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

設
置
や
管
理
運
営
に
必
要
な
事
項
を

定
め
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
今
議
会

に
提
案
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
備

品
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た

寄
附
金
の
募
集
も
行
う
計
画
で
あ
り
、

そ
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

施
設
の
中
核
を
担
い
、
特
に
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
図
書
館

に
つ
い
て
は
、
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、

様
々
な
方
に
向
け
た
図
書
の
充
実
に

加
え
、
貸
出
履
歴
を
記
録
で
き
る
読

書
通
帳
を
導
入
し
、
読
書
の
習
慣
を

身
に
つ
け
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
利

用
の
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
職
員
体
制
も
拡
充
し
、

利
用
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
職
員

が
必
要
な
資
料
や
情
報
を
案
内
す
る

サ
ー
ビ
ス
、
充
実
し
た
図
書
や
読
み

聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー
を
活
用
し
た
子
育

て
支
援
の
強
化
を
図
る
ほ
か
、
商
工

会
議
所
等
と
連
携
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
な
ど
に
新
た
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
お
り
、
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

学

校

教

育

の

充

実

　

平
成
29
年
度
か
ら
準
備
を
進
め
、

順
次
導
入
し
て
き
ま
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
４
月

か
ら
第
二
中
学
校
区
で
導
入
し
、
市

内
全
て
の
中
学
校
区
で
体
制
が
整
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
地
域
の
方
々
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
が
掲
げ
る

「
め
ざ
す
子
ど
も
の
姿
」
の
実
現
に

向
け
、
学
校
・
地
域
・
家
庭
が
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
さ
ら
に
密
接
に
連

携
・
協
働
し
、
社
会
総
が
か
り
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

国
が
進
め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
実
現
に
向
け
、
本
年
度
進
め

て
き
た
、
児
童
生
徒
一
人
に
つ
き
一

台
の
学
習
用
端
末
と
校
内
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
が
ま
も
な
く

完
了
し
ま
す
。
今
後
は
、
整
備
さ
れ

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
し
っ
か
り
と
活
用

し
、
児
童
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
伸

ば
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
な
ど
を
行
う

と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
よ
る

学
校
現
場
な
ど
へ
の
支
援
回
数
を
倍

増
し
、
教
員
・
児
童
生
徒
が
互
い
に

機
器
を
使
い
こ
な
し
な
が
ら
質
の
高

い
授
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
後
押
し

し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
本
市
の
教
育
長
を
務

め
ら
れ
、
郷
土
の
歴
史
を
研
究
さ
れ

て
い
る
根
平
雄
一
郎
氏
が
発
刊
し
た
、

玉
栄
丸
爆
発
事
故
に
関
す
る
書
籍
を

使
っ
た
授
業
を
行
い
ま
す
。
本
市
で

起
き
た
戦
時
中
の
悲
惨
な
事
故
に
つ

い
て
、
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ

た
教
材
を
活
用
し
、平
和
の
大
切
さ
・

尊
さ
に
対
す
る
児
童
生
徒
の
理
解
を

深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

防

災

対

策

　

全
国
各
地
で
地
震
や
豪
雨
な
ど
に

よ
る
大
規
模
な
自
然
災
害
が
頻
発
す

る
中
、
自
助
や
共
助
に
よ
る
地
域
防

災
力
の
底
上
げ
が
ま
す
ま
す
重
要
で

あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
出
前
講
座
な
ど
の
啓

発
活
動
を
通
じ
て
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
防
災
意
識
を
一
層
高
め
て
い
く

と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動

や
設
立
を
支
援
す
る
た
め
、
資
機
材

整
備
や
訓
練
活
動
に
対
し
て
助
成
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
士
に
つ
い
て
は
、
資
格
取
得

に
向
け
た
支
援
に
加
え
、
知
識
や
技

能
を
さ
ら
に
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

資
格
取
得
者
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
防
災
に
お
け
る
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
地
域
で
の
活
動
に
取

り
組
み
や
す
い
よ
う
、
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
民
生
活
に
密
着
し
た

イ

ン

フ

ラ

の

整

備

　

市
道
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
活

動
の
重
要
な
基
盤
で
あ
り
、
自
治
会

要
望
や
関
係
機
関
と
の
通
学
路
の
合

同
点
検
な
ど
に
加
え
、
橋
梁
や
舗
装

の
個
別
施
設
計
画
を
策
定
し
、
計
画

的
な
改
修
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
新
屋
町
等
で
の

側
溝
改
修
や
通
学
路
と
な
っ
て
い
る

渡
町
の
内
浜
線
の
カ
ラ
ー
舗
装
の
ほ

か
、
８
つ
の
橋
梁
の
修
繕
、
西
工
業

団
地
に
向
か
う
外
港
外
江
線
の
舗
装

修
繕
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
渡
漁
港
周
辺
の
渡
84

号
線
の
拡
幅
整
備
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
度
中
に
、
全
線
の
供
用
を
開

始
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
工
業

団
地
を
除
く
居
住
区
域
の
令
和
８
年

度
の
概
成
を
目
指
し
、
現
在
、
渡
地

区
と
外
江
地
区
の
整
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
外
江
地
区
北
側

の
天
皇
道
路
に
お
い
て
、
汚
水
幹
線

の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
両
地
区
の

汚
水
枝
線
の
面
整
備
に
引
き
続
き
取

り
組
み
、
令
和
３
年
度
末
の
普
及
率

は
約
85
％
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
効
率
的
な
整
備
を
行
う
と

と
も
に
、
普
及
促
進
に
努
め
、
中
海

な
ど
の
水
質
保
全
と
快
適
な
生
活
環

境
の
実
現
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
令
和
３
年
度
に
臨
む
市
政

運
営
の
基
本
的
な
考
え
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
し
た
。

　

私
を
先
頭
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
が
、
市

民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
、「
ま
ず

は
自
分
事
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
や

市
政
に
関
心
を
も
ち
、
さ
ら
に
は
地

域
の
た
め
に
自
ら
が
で
き
る
こ
と
を

考
え
、
取
り
組
ん
で
い
く
。」
こ
の

こ
と
が
、
市
政
運
営
の
大
き
な
力
と

な
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆
様
の

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学

校

教

育

の

充

実

３月定例市議会報告
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交
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セ
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対
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市
民
生
活
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密
着
し
た

イ
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フ

ラ

の

整

備
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可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

令

和

３

年

度

予

算

　

予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
が
１
９

７
億
５
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
15
・
８
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
を
含
め
た
全
会

計
で
は
、
２
９
２
億
７
２
７
６
万
９

千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
７
・
１
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
概
要
に
つ
い
て
は
、
別
冊
「
境
港

　

市
の
予
算
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
の
館
長
に
、

観
光
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
民
間

事
業
者
の
社
員
の
人
を
、
市
民
図
書

館
に
、
図
書
館
業
務
を
熟
知
さ
れ
て

い
る
鳥
取
県
の
職
員
の
人
を
そ
れ
ぞ

れ
受
け
入
れ
る
こ
と
に
伴
う
人
件
費

等
８
３
４
万
５
千
円
を
増
額
す
る
と

と
も
に
、
財
源
と
し
て
、
基
金
繰
入

金
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
１
９
７

億
５
８
３
４
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

令

和

２

年

度

予

算

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
９
６
０

７
万
９
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

を
２
４
３
億
６
５
５
１
万
６
千
円
と

し
ま
し
た
。

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
関
す
る
事
業
》

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
円
滑
な
接
種
に
向
け
、
相
談
や
予

約
の
受
付
、
接
種
の
実
施
、
接
種
記

録
の
管
理
な
ど
体
制
を
整
備
す
る
た

め
の
経
費
の
ほ
か
、
高
齢
者
な
ど
に

接
種
会
場
ま
で
の
交
通
費
を
助
成
す

る
た
め
の
経
費
３
億
１
１
９
６
万
円

余
な
ど
を
増
額
。

《
そ
の
他
の
事
業
の
主
な
内
容
》

【
総
務
費
】

　

夕
日
ヶ
丘
地
区
の
定
期
借
地
契
約

の
締
結
に
伴
う
、
境
港
市
土
地
開
発

公
社
等
か
ら
の
土
地
購
入
費
７
０
５

８
万
円
余
、
生
活
保
護
費
な
ど
過
年

度
に
国
・
県
か
ら
受
け
た
負
担
金
や

補
助
金
の
精
算
等
に
伴
う
返
還
金
３

５
２
７
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増

額
す
る
一
方
、
鳥
取
県
西
部
広
域
行

政
管
理
組
合
へ
の
負
担
金
１
１
８
万

円
余
を
減
額
。

【
民
生
費
】

　

重
度
訪
問
介
護
等
の
利
用
の
増
加

な
ど
に
伴
う
、
障
が
い
者
自
立
支
援

給
付
費
５
７
５
４
万
円
余
、
障
が
い

者
の
人
が
利
用
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
整
備
を
行
う
民
間
事
業
者
へ
の

助
成
金
２
１
１
万
円
余
な
ど
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額
。

【
土
木
費
】

　

下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
１
２
８
５
万
円
を
増
額
す
る
ほ

か
、
中
海
護
岸
整
備
関
連
事
業
に
つ

い
て
、
市
債
を
増
額
す
る
こ
と
に
伴

い
、
財
源
振
替
を
行
い
ま
し
た
。

【
消
防
費
】

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

の
職
員
人
件
費
の
減
額
に
伴
い
、
同

組
合
へ
の
負
担
金
５
３
７
万
円
余
を

減
額
。

【
教
育
費
】

　

仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

に
設
置
す
る
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア

ノ
に
つ
い
て
、
寄
附
金
を
活
用
し
て

整
備
す
る
た
め
の
経
費
３
０
０
０
万

円
な
ど
を
増
額
。

【
公
債
費
】

　

誠
道
小
学
校
の
閉
校
に
伴
い
、
施

設
整
備
の
財
源
と
し
て
借
り
入
れ
て

い
た
市
債
に
つ
い
て
、
繰
上
償
還
を

行
う
た
め
の
元
金
償
還
金
２
７
８
万

円
余
を
増
額
。

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
事
業
費
の
減
額
や
財
源

振
替
》

　

事
業
が
中
止
や
延
期
と
な
っ
た
、

み
な
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
補
助
金

な
ど
８
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
費
を

減
額
。

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
の
入
館
料
収

入
の
減
収
に
伴
い
、
著
作
権
使
用
料

を
減
額
す
る
と
と
も
に
、
入
館
料
収

入
を
充
当
し
て
い
る
水
木
し
げ
る
記

念
館
運
営
事
業
な
ど
５
事
業
に
つ
い

て
、
財
源
振
替
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
充
当
し

て
い
る
事
業
に
お
い
て
、
決
算
見
込

に
伴
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
利
子
補
給
基
金
積
立
金
な

ど
４
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
費
を
減

額
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
支
援
給
付

金
な
ど
２
事
業
に
つ
い
て
、
財
源
振

替
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
方
消
費
税
交
付
金
等
の
減
収
に

伴
い
、
減
収
補
填
債
を
借
り
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
温
水
プ
ー
ル
改

修
事
業
な
ど
４
事
業
に
つ
い
て
、
財

源
振
替
を
行
い
ま
し
た
。

《
歳　

入
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど

を
計
上
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
、

地
方
交
付
税
お
よ
び
基
金
繰
入
金
な

ど
を
増
額
す
る
一
方
、
地
方
譲
与
税

な
ど
を
減
額
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

工
期
の
関
係
な
ど
に
よ
り
、
年
度

内
に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ
る
中

海
護
岸
整
備
関
連
事
業
な
ど
15
事
業

に
つ
い
て
追
加
。

《
債
務
負
担
行
為
》

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
資
金
利
子
補
助
金
に
つ
い
て
、
補

助
の
対
象
と
な
る
融
資
の
実
行
期
間

が
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
補
助

す
る
期
間
及
び
限
度
額
を
変
更
。

■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
補
正

予
算

　

一
般
医
療
分
の
事
業
費
納
付
金
に

つ
い
て
、
一
般
会
計
繰
入
金
の
増
額

に
伴
い
、
財
源
振
替
を
行
う
ほ
か
、

不
足
が
見
込
ま
れ
る
第
三
者
行
為
求

償
事
務
手
数
料
９
万
４
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
35
億
３
７
１
６
万

６
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

国
の
３
次
補
正
予
算
を
活
用
し
、

前
倒
し
し
て
行
う
渡
・
外
江
地
区
の

汚
水
管
渠
整
備
費
な
ど
４
億
８
６
８

０
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

29
億
６
３
８
２
万
５
千
円
と
し
ま
し

た
。

　

あ
わ
せ
て
、
繰
越
明
許
費
と
債
務

負
担
行
為
の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
６
４
９
万

円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
２
４
４

億
５
２
０
０
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化

す
る
中
で
、
国
が
取
り
ま
と
め
た
緊

急
支
援
策
に
盛
り
込
ま
れ
た
、
低
所

得
の
子
育
て
世
帯
に
、
子
ど
も
一
人

に
つ
き
５
万
円
の
生
活
支
援
特
別

給
付
金
を
給
付
す
る
た
め
の
経
費

７
２
１
８
万
円
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
関
す
る

市
民
か
ら
の
相
談
や
予
約
を
受
け
付

け
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
、
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
を
導
入
す
る
た
め
の
経
費

１
４
３
１
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
、

歳
入
に
つ
い
て
は
、
歳
出
に
伴
う
国

庫
支
出
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
繰
越
明
許
費
の
補
正

を
行
い
ま
し
た
。

令

和

２

年

度

予

算

令

和

３

年

度

予

算
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条

例

等

■
境
港
市
国
民
健
康
保
険
条
例
及
び
境

港
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
利
子
補
給
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特

別
措
置
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
定

義
を
改
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整

備
費
積
立
基
金
条
例
の
制
定

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

が
今
後
整
備
す
る
可
燃
ご
み
処
理
施

設
等
に
つ
い
て
、
本
市
の
負
担
金
を

計
画
的
に
積
み
立
て
て
い
く
た
め
、

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
費
積
立

基
金
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
被
災
者
住
宅
再
建
等
支
援

事
業
助
成
条
例
の
一
部
改
正

　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
被
災
者
生
活
再
建
支

援
金
の
支
給
対
象
が
中
規
模
半
壊
世

帯
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
た

所
要
の
改
正
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
特
別
医
療
費
助
成
条
例
の

一
部
改
正

　

特
別
医
療
費
の
助
成
対
象
に
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
２
級
ま
た
は
３
級
を
持

つ
人
を
加
え
る
な
ど
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

■
境
港
市
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

境
港
市
特
別
医
療
費
助
成
条
例
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
個
人
番
号
の
独

自
利
用
事
務
と
し
て
い
る
特
別
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
、

対
象
者
を
加
え
ま
し
た
。

■
境
港
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
対
象
に
、

刑
事
施
設
等
に
収
容
さ
れ
て
い
る
場

合
を
加
え
る
な
ど
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

■
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の

制
定

　

現
在
、
整
備
を
進
め
て
い
る
境
港

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置
お
よ
び

管
理
運
営
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項

を
定
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
土
地
貸
付
及
び
譲
渡
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

夕
日
ヶ
丘
団
地
に
お
い
て
、
市
と

35
年
間
の
宅
地
の
賃
貸
借
契
約
を
締

結
さ
れ
た
人
に
、
契
約
期
間
満
了
後
、

譲
渡
す
る
制
度
を
新
た
に
導
入
す
る

に
あ
た
り
、
必
要
な
事
項
を
定
め
ま

し
た
。

■
境
港
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

の
向
上
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
適
合
性
判
定
の
審
査
事
務
に
関

す
る
手
数
料
を
加
え
ま
し
た
。

■
境
港
市
公
共
下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

受
益
者
負
担
金
の
負
担
区
と
し
て
、

新
た
に
「
第
８
負
担
区
」
を
定
め
、

そ
の
負
担
金
額
を
設
定
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
保
育
所
嘱
託
医
の
定
数
及

び
報
酬
、
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改

正
　

保
育
園
嘱
託
医
を
円
滑
に
確
保
す

る
た
め
、
年
額
報
酬
を
引
き
上
げ
ま

し
た
。

■
境
港
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
　

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま

で
を
計
画
期
間
と
す
る
第
８
期
の
介

護
保
険
料
に
つ
い
て
、
保
険
料
率
の

所
得
段
階
を
判
定
す
る
際
の
合
計
所

得
金
額
の
範
囲
を
改
め
る
な
ど
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
介
護
予
防
事
業
の
手
数
料

の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

手
数
料
を
徴
収
す
る
介
護
予
防
事

業
に
つ
い
て
、
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
加
え
る
と
と
も
に
、
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
手
数
料
を
改
め
ま

し
た
。

■
境
港
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者

の
事
業
収
入
等
の
減
少
が
見
込
ま
れ

る
世
帯
な
ど
に
対
す
る
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
に
つ
い
て
、
令
和
３
年

度
分
も
対
象
と
し
ま
し
た
。

■
人
権
擁
護
委
員
に
本
池
千
尋
さ
ん

を
推
薦

委
員
会
提
出
議
案

■
境
港
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
制
定
に
つ
い
て

陳

情

の

審

議

結

果

■
採
択
・
市
長
送
付

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等

　

流
行
下
に
お
け
る
住
民
避
難
計
画

　

に
つ
い
て
具
体
的
な
原
子
力
災
害

　

対
策
の
住
民
へ
の
説
明
を
求
め
る

　

陳
情

２
月
臨
時
市
議
会

《
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
》

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

　

家
計
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
市

内
で
の
消
費
喚
起
を
図
る
た
め
、
全

市
民
に
、
一
人
に
つ
き
５
千
円
分
の

商
品
券
を
、
あ
わ
せ
て
、
進
学
や
進

級
等
で
特
に
経
済
的
負
担
が
大
き
い

子
育
て
世
帯
に
、
子
ど
も
一
人
に
つ

き
５
千
円
分
の
食
事
券
を
そ
れ
ぞ
れ

配
布
す
る
た
め
の
経
費
２
億
４
７
６

万
円
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、
財
源

と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
及

び
基
金
繰
入
金
を
増
額
し
、
予
算
総

額
を
２
３
８
億
６
９
４
３
万
７
千
円

と
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
年
度
内
に
事
業
の
完

了
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
新
た
に
繰

越
明
許
費
を
設
定
し
ま
し
た
。

■
閉
会
中
の
継
続
審
査

◇
屋
内
退
避
に
お
け
る
新
た
な
知
見

　

に
基
づ
い
た
避
難
計
画
の
見
直
し

　

検
討
を
求
め
る
陳
情

条

例

等
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～まちの話題～

ゼロカーボンシティの表明を行いました

　近年、猛暑や豪雨災害など、地球温暖化が原因とされる気候変動による影響が深刻化しており、日本
だけでなく、世界中でその対策を喫緊に講じていく必要があると言われています。
　本市としても、地球温暖化を緩和させるべく取り組みを進めて持続可能な未来を実現するため、令和
3年２月２４日の市議会３月定例会における令和３年度の施政方針の中で、２０５０年までに二酸化炭
素排出量の実質ゼロを目指す「ゼロカーボンシティ」を表明しました。

■ゼロカーボンシティとは？

　２０５０年までに二酸化炭素または温室効果ガスの排出量実質ゼロにすることを目指すことを表明し
た自治体を「ゼロカーボンシティ」と呼んでいます。境港市は全国で２７８番目に表明しました。
※排出量実質ゼロ…二酸化炭素などの温室効果ガスの人為的な排出量と、森林などで吸収される除去量
　　　　　　　　　が等しくなり、計算上、二酸化炭素排出量が実質的に「ゼロ」となる状態

■境港市のゼロカーボンシティの実現に向けた取り組み

　令和３年度に策定する予定の環境基本計画の中で脱炭素社会の実現に向けた取り組みを盛り込むとと
もに、太陽光等の家庭用発電設備導入時の補助や省エネ活動の普及啓発事業等の継続・推進を図り、市民、
事業者への二酸化炭素排出量実質ゼロの取り組みの広がりを目指します。

■皆さんもぜひ行動してみてください

　温暖化をもたらす温室効果ガスは、電気やガソリンなどの
エネルギーを使用することや、ごみの焼却などによって排出
されます。節電を心掛ける、ごみを減らすなどの日常的なこ
とから、エコカーに乗り換える、太陽光発電などの再生可能
エネルギーを利用するといった積極的な行動など、何かでき
ることはないか考えてみることが大きな一歩です。
　市民、市内事業者、団体の皆さんには、これまでも、市の
環境保全のためにさまざまな取り組みをお願いしていますが、
改めて「地球温暖化防止」に向けた一層のご理解とご協力を
お願いします。

　【一般家庭から出る鏡の捨て方について】

　　これまで、鏡は有害ごみとして収集していましたが、現在、流通している鏡には水銀等の有害
　物が含まれないため、令和３年４月から不燃ごみとして収集します。

　◇有害ごみの収集日（3カ月（6、9、12、3月）に１回）ではなく、不燃ごみの収集日（毎月１回）
　　に排出してください。
　◇全長１ｍ以上の物（粗大ごみ）や、木製枠付きの物などは、リサイクルセンターに直接搬入（有料）
　　をお願いします。

■問い合わせ先
環境衛生課（清掃センター）　☎４７－１０６０

さかなと鬼太郎のまち 環境への取り組み
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～まちの話題～～まちの話題～

市へ最終提言書を提出
　水木しげる記念館、現地建て替えが妥当

　水木しげる記念館あり方検討委員会は、令和元年８月に

設置され、１年半の間、水木しげる記念館のあり方につい

ての検討を重ねていただきました。

　３月５日（金）に検討結果を最終提言書として取りまと

め、市長に提出されましたが、提言内容として、水木しげ

る記念館の建て替え場所は「現在地が最も妥当」であり、

その理由は水木しげるロード沿いに立地することが最善で

あること、境港駅から約８００メートルと適度な距離にあ

ることなどを挙げられています。

妖怪が人のつながりの架け橋に
　園児の手作り「妖怪倉庫」を公開
　育成保育園（芝町）の３歳から５歳の園児１０人で、世

界で一つしかない手作りのお化け屋敷を創り上げました。

　２月25日（木）には外江公民館を会場として、市長や

制作の際にお世話になった水木しげる記念館の職員を招待

してのお披露目がありました。

　園児が半年以上かけて取り組んだ展示物は３月５日

（金）まで地域の皆さんに公開され、園児こだわりの照明

や音響、妖怪になりきった演出で、多くの来場者を驚かせ

ました。

東京会場からオンライン配信
　生誕９９年　水木しげる生誕祭

　水木しげる先生の生誕９９年を記念した「生誕９９年水

木しげる誕生祭」が３月７日（日）に開催されました。

　新型コロナウイルス感染症防止のため、東京会場と境港

会場に分かれ、初のオンライン配信での開催となりまし

た。

　鬼太郎姿の平井知事やねこ娘姿の伊達市長が登場し、お

祝いせんべいの配布やバースデーカード贈呈式など、今年

も大変盛り上がりました。

 スタインウェイピアノ購入へ
　ピアノ購入費用をご寄付いただきました
　現在整備中の市民交流センターでピアノコンサートなど

が開催できるよう、市内音楽関係者が中心となってスタイ

ンウェイ社製ピアノの購入について署名を集められ、市へ

提出されました。

　この動きを受けて、（株）日新から、ピアノ購入費用と

して３千万円のご寄付をいただきました。

　２月１６日（火）には目録贈呈式が行われ、又賀社長から

は「地元音楽関係者の熱意に感動した。地元への恩返しとし

て寄付させてもらう。」と温かいお言葉をいただきました。
©水木プロ
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　ゴールデンウィーク期間中は、気候が穏やかであること

から、外出する機会が増え、交通渋滞や交通事故が多発す

る傾向があります。次のことに気を付けましょう。

【車を運転する人】

◇「あおり運転」等の悪質・危険な運転は重大な交通事故

　につながる危険性があるので絶対にやめましょう。車間

　距離を十分に取り、思いやり・ゆずり合い運転を心掛け

　ましょう。

◇運転するときは運転に集中し、適宜休憩を取りましょう。

◇全ての座席でシートベルトを着用し、６歳未満児にはチ

　ャイルドシートを正しく使用しましょう。

◇日没前に前照灯を点灯させ、こまめなハイビームへの切

　り替えを習慣付けましょう。

【歩行者・自転車を利用する人】

◇道路を横断するときは、左右の安全を必ず確認しましょう。

◇自転車を利用する人は、ヘルメットを着用しましょう。

◇夕暮れ時・夜間は反射材用品を着用し、自転車はライト

　を点灯しましょう。

【最新の交通情報の確認】

　今年は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、

不要不急の移動を控える傾向にあり、混雑の度合いは流動

的です。テレビ、ラジオ、ホームページ等で最新の交通情

報を確認しましょう。

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－0110

ゴールデンウィーク期間中の渋滞緩和および交通事故防止

　

弓
浜
半
島
周
辺
の
歴
史
、
そ
の
魅
力

と
ロ
マ
ン
満
載
の
作
品
「
弓
浜
物
語
」

（
畠
中
弘
著
）。
今
回
も
第
２
章「
中
世
」

よ
り
境
港
関
連
の
も
の
を
中
心
に
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

◇
「
幻
の
勝か

ん
だ
の
し
ょ
う

田
庄
」

　

外
江
町
に
あ
る
補
岩
寺
は
平
安
時
代

長
福
寺
か
ら
続
く
古
寺
で
あ
る
。
阿
弥

陀
如
来
像
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胎
内
名
発
見
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よ
り
「
伯

州
相
見
郡
勝
田
庄
」
８
文
字
が
銘
記
さ

れ
て
お
り
、
戦
国
期
に
勝
田
庄
と
呼
ば

れ
て
い
た
証
と
な
っ
た
。

◇
「
後
鳥
羽
上
皇
伝
説
」

　

１
２
２
１
年
承
久
の
乱
に
敗
れ
隠
岐

へ
配
流
と
な
っ
た
後
鳥
羽
上
皇
。「
承

久
軍
物
語
」
の
描
写
に
よ
れ
ば
、
安
来

か
ら
美
保
関
で
風
待
ち
し
隠
岐
へ
。
途

中
、
境
港
の
伝
説
地
が
あ
り
、
旧
境
町

に
東
小
路
御
井
戸
・
西
小
路
御
井
戸
と

呼
ば
れ
る
古
式
の
石
組
み
を
も
つ
古
井

戸
は
、
上
皇
の
船
に
水
を
差
し
上
げ
た

由
緒
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
上
道
町
に

は
皇
松
伝
説
ゆ
か
り
の
歌
碑
が
建
て
ら

れ
て
い
る
。

◇
「
名
和
氏
と
門
脇
重
綾
」

　

１
３
３
３
年
、
後
醍
醐
天
皇
が
隠
岐

を
脱
出
。
名
和
長
年
は
船
上
山
に
お
迎

え
し
幕
府
軍
と
戦
っ
た
。
幕
末
、
渡
村

日
御
碕
神
社
の
神
職
門
脇
重
綾
は
「
名

和
氏
紀
事
」
を
著
し
、
江
戸
時
代
に
お

け
る
名
和
氏
の
評
価
を
一
変
さ
せ
、
再

認
識
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。

◇
「
境
海
峡
と
戦
国
の
城
々
」

　

境
海
峡
は
古
く
は
「
中
江
の
瀬
戸
」

と
呼
ば
れ
た
。
島
根
半
島
側
に
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高

さ
約
60
ｍ
の
独
立
丘
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ぼ
等
間
隔
に

確
認
で
き
る
。
戦
国
古
城
砦
跡
で
あ
る
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「
月
山
冨
田
城
」
へ
の
補
給
路
と
し
て

境
海
峡
は
と
て
も
重
要
だ
っ
た
。

　

美
保
関
町
大
江
ア
ン
ビ
ラ
サ
ン
に
砦

が
あ
っ
た
１
５
６
３
年
（
永
禄
六
年
）、

毛
利
方
は
三
百
の
鉄
砲
隊
を
弓
浜
半
島

に
配
置
し
、
壮
絶
な
「
伯
州
浜
の
目
の

合
戦
」
が
あ
っ
た
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尼
子
方
の
兵
糧
船

は
毛
利
方
に
奪
わ
れ
た
。

　

宇
井
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航
空
自
衛
隊
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分
屯
基
地

の
す
ぐ
西
側
に
簾
ヶ
岳
、
鈴す

だ

れ垂
城
、
ま

た
は
峰
切
り
山
と
も
呼
ば
れ
る
尼
子
方

の
砦
跡
が
あ
っ
た
。
亀
井
能
登
守
の

居
城
で
あ
っ
た
が
、
伝
え
に
よ
る
と

１
５
６
６
年
（
永
禄
九
年
）、
尾
高
城

主
杉
原
盛
重
の
謀
略
に
よ
っ
て
攻
め
落

と
さ
れ
た
。
大
港
神
社
に
ま
つ
ら
れ
る

亀
井
八
幡
の
縁
起
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

森
山
郵
便
局
の
前
に
権
現
山
城
跡
が

あ
る
。
お
そ
ら
く
当
時
の
新
兵
器
で

あ
っ
た
鉄
砲
隊
を
こ
こ
に
お
き
、
射
程

距
離
内
に
あ
る
境
海
峡
の
制
海
権
を

守
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

永
禄
年
間
は
郷
土
の
戦
国
合
戦
史
が

最
高
潮
に
達
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

編
集
【
市
史
編
さ
ん
室
】

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
4545
））　

「
弓
浜
物
語
」
に
つ
い
て
（
そ
の
２
）

「
弓
浜
物
語
」
に
つ
い
て
（
そ
の
２
）

　こんにちは。地域おこし協力隊の矢本昌子です。

　現在、伯州綿栽培サポーターを募集しています。

　サポーターとは、『伯州綿』栽培を支えていただく皆

さんのことで、市農業公社が指定する畑で種まきから収

穫までを行っていただきます。サポーターの皆さんが育

てた綿は、市農業公社が買い取り、「おくるみ」や「ひ

ざかけ」に加工して、市内で生まれた赤ちゃんや100

歳を迎える人に贈呈しています。

　なお、栽培区画には平場

とマルチシートをかけた区

画があり、マルチシート区

画は綿の買取価格は下がり

ますが、除草作業の負担が

少ないので、畑作業が初め

ての人でも参加しやすい区

画となっています。お一人

でもグループでも参加可能

です。一緒に伯州綿栽培を

楽しみませんか？

※詳細は本紙２６ページの募集欄をご覧下さい。栽培の

　様子はブログ等でも発信しています。

伯州綿ブログ：http://hakusyumen.blog.fc2.com

Facebook：https://www.facebook.com/hakusyumen

地域おこし協力隊員だより
農政課　農業振興係　☎47－ 1049

地域地域

伯州綿
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情報あらかると

消費生活相談室　☎47－ 1106 FAX 44－ 7957

226消費生活相談室です消費生活相談室です
地域振興課　人権政策室　☎47－ 1102

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 212

　「人権」とは、何でしょうか。一般的には、「人間が

人間らしく、幸せを求めて生きることのできる、生ま

れながらにしてもっている権利」といわれています。

　現在では、性別、人種、民族、年齢や国籍等に関わ

りなく、普遍的にあらゆる人に保障されるべき基本的

な権利であると認められています。また、近年、企業

においてもさまざまな人の人権に配慮し、尊重する責

任があるとする考え方が広まってきています。

　本市は、「一人ひとりの人権が尊重されるまちづく

り」を推進しています。私たち市民一人ひとりが、さ

まざまな人権課題について主体的に学び、互いに協力

し合って、「私たちのまち」づくりに取り組みましょう。

　今年度も、人権課題（人権問題）について学び、考

える機会として、「人権学習講座」を予定しています。

【主な講座等】

◇人権学習講座

　境港 ふれあい・ほっと アカデミー（年３回）

◇人権学習地区巡回講座

　境港 ふれあい・ほっと ミーティング（各地区）　

◇境港市人権ふれあいフェスティバル　　

※詳しい日程、内容が決まりましたら、市報、ホーム

ページ等でお知らせします。ぜひ、お出かけください。

　定期接種（無料）の一つとして、ヒトパピローマウ

イルス（ＨＰＶ）ワクチンがあります。接種の対象者

は、小学６年から高校１年の女子です。ＨＰＶワクチ

ンは、子宮頸がんの主な原因であるＨＰＶの感染を防

ぎ、子宮頸がんを予防できると考えられています。

　接種に際しては、ワクチンの有効性・安全性やリス

クを理解しておくことが必要です。

　ワクチンの効果として、子宮頸がんの原因の５０～

７０％を防ぎます。

　リスクとしては、多くの人に、接種を受けた部分の

痛みや腫れ、赤みなどの症状が起こることがあります。

また、広い範囲の痛みや運動障害等といった症状も報

告も報告されており、接種後に重篤な症状として報告

があったのは、１万人あたり５人となります。

　接種については、かかりつけ医に相談することもで

きます。

　接種を希望する人は、健康推進課までお問い合わせ

ください。より詳細をお知りになりたい方は厚生労働

省のホームページをご覧ください。（「厚生労働省　子

宮けいがん」で検索）

▼問い合わせ先

　健康推進課　☎４７－１０４２

保健師の
　　  ちょっと一言
ＨＰＶワクチンをご存じですか

「人権」って何だろう？
～人間が人間らしく生きる権利～

【事例】

　クレジットカード会社から「代金の引き落としができ

ない」と確認の電話が来た。

　慌てて利用明細を見ると、先月３回に渡って、計

５０万円以上の心当たりのない請求があった。

　カード会社に問い合わせ、教えてもらった請求元に連

絡すると、私名義での購入の履歴はないと回答があった。

【アドバイス】

◇「クレジットカード会社から利用した覚えのない請求

　があった」という相談が寄せられており、独立行政法

　人国民生活センターが注意をうながしています。第三

者による不正利用のおそれもあるので注意が必要です。

◇利用明細は必ず毎月確認しましょう。クレジットカー

　ドを利用した際の伝票や注文確認メール等は保管して

　おき、日付や金額等を利用明細と突き合わせて確認し

　ましょう。また利用明細には、店舗名とは異なる記載

　がされていることもあります。

◇自分に覚えがなくても家族がカードを利用している可

　能性もあるので、家族にも確認してみましょう。

◇不正利用が疑われる場合は、早急にカード会社に連絡

　しましょう。

◇困った時は早めにご相談ください。

▼相談受付時間

　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

クレジットカードの不正利用かも！？
利用明細は必ず確認しましょう
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や
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ナ
ン
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ド

日
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ー
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り
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時
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口
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３

マ
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ナ
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付
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ン
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象
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イ
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イ
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付
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証
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う
に
す
る
「
健
康
保
険
証
利

用
申
込
」
に
つ
い
て
も
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち

で
、「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
や
「
健

康
保
険
証
」
の
利
用
の
申
し
込
み
を

希
望
す
る
人
や
関
心
が
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

◇
平
日
（
市
役
所
開
庁
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
４
月
11
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

◇
平
日　

総
務
課
窓
口

◇
４
月
11
日
（
日
）　

市
民
課
窓
口

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

行
政
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
０
７

奨
学
資
金
の
貸
し
付
け

　

進
学
す
る
人
の
就
学
援
助
と
し
て
、

奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

希
望
者
は
内
容
を
確
認
の
う
え
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象　

高
等
学
校
の
全
日
制
、

定
時
制
お
よ
び
、
通
信
制
の
各
課
程

に
在
籍
し
て
い
て
、
経
済
的
な
理
由

に
よ
り
就
学
が
困
難
な
人
で
、
３
年

以
上
本
市
に
在
住
し
て
い
る
人
。

▼
貸
付
金
額　

月
額
９
千
円
以
内

▼
貸
し
付
け
条
件　

無
利
子

▼
貸
付
期
間　

３
年
以
内

▼
申
込
期
限　

４
月
16
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課　

学
事
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
８
５

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え

　

水
道
の
使
用
量
を
は
か
る
水
道
メ

ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
、
定

期
的
な
取
替
え
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
５
月
か
ら
８
月
に
か

け
て
約
１
９
０
０
世
帯
の
水
道
メ
ー

タ
ー
を
取
り
替
え
る
予
定
で
、
該
当

者
に
は
別
途
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
取
り
替
え
作
業
は
、
米
子
市
水
道

　

局
と
契
約
し
た
水
道
工
事
事
業
者

　

お
よ
び
委
託
人
が
行
な
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
市
水
道
局　

境
港
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
３
０
８
０

  

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

【
入
浴
の
お
知
ら
せ
】

▼
男
湯　

火
・
水
・
金
・
土
・
日

▼
女
湯　

月
・
木

※
西
側
浴
場
の
み
の
営
業
の
た
め
、

　

曜
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
】

　

女
性
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
月
曜
日

◇
大　

人　

５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

【
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

65
歳
以
上
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
水
曜
日

◇
65
歳
以
上
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
70
歳
以
上
３
１
０
円
↓
３
０
０
円

【
そ
の
他
の
各
種
割
引
】

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引

　

誕
生
日
の
人
は
入
浴
料
が
無
料

（
要
証
明
）

※
時
間
帯
割
引
は
、
３
月
末
で
終
了

　

に
な
り
ま
し
た
。

【
薬
湯
の
日
】

◇
毎
週
月
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
４
０
６
０

有　

料　

広　

告

市公式 Twitter
@SakaiminatoCity

https://twitter.com/SakaiminatoCity
公式ウェブサイトの情報等を

つぶやいています。
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informationinformation

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

自
身
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
が

適
正
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
３
年
度
固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
お
よ
び
課
税
明
細
書
は

５
月
上
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

▼
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日（
木
）〜
５
月
31
日（
月
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
縦
覧
場
所　

税
務
課
窓
口

▼
縦
覧
で
き
る
人

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者

▼
持
参
す
る
も
の　

印
章

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
と
代
理

　

人
の
印
章

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
８

納
付
書
の
払
う
順
番
に

ご
注
意
を

　

今
年
度
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
納
付
を
開

始
す
る
事
に
伴
い
、
後
述
の
市
税
・

料
金
等
の
納
付
の
際
に
必
要
な
納
付

書
は
、
ホ
チ
キ
ス
留
め
せ
ず
１
枚
ず

つ
の
状
態
で
送
付
し
ま
す
。

　

次
の
２
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
納
付
書
が
１
枚
ず
つ
ば
ら
ば
ら
に

　

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
紛
失
等
し

　

な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
納
付
書
に
書
か
れ
て
い
る
納
期
限

　

を
よ
く
お
確
か
め
の
う
え
納
付
し

　

て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
の
際
に
、
誤
っ
て
納
期
限
が

　

ま
だ
到
来
し
な
い
期
（
月
）
の
市

　

税
・
料
金
等
を
納
め
て
も
、
納
期

　

限
が
到
来
し
た
期
（
月
）
の
市
税
・

　

料
金
等
が
納
め
ら
れ
て
い
な
い
場

　

合
は
、
督
促
状
が
送
ら
れ
滞
納
処

　

分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
市
税
・
料
金

◇
市　

税

　

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、
固
定

資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税

◇
料
金
等

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護

保
険
料
、
学
校
給
食
費
、
市
営
住
宅

使
用
料
、
市
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料
、

保
育
料
、
副
食
費
、
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

各
市
税
・
料
金
の
担
当
課

確
定
申
告
の
期
限
延
長

　

確
定
申
告
の
申
告
期
限
が
、
４
月

15
日
（
木
）
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
３
月
16
日
（
火
）

以
降
の
申
告
会
場
は
、
左
記
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
所
得
税
の
確
定
申
告

◇
会
場　

米
子
税
務
署

◇
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
市
・
県
民
税
の
申
告

◇
会
場　

市
役
所
税
務
課
窓
口

◇
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

米
子
税
務
署

　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
４
１
２
１

◇
市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

税
務
課　

市
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
１
７

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
が
認
め
ら

れ
れ
ば
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶

予
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
一
定

の
割
合
で
将
来
受
給
す
る
年
金
額
の

計
算
に
算
入
さ
れ
、
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
も
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
一

部
免
除
の
場
合
は
免
除
後
の
保
険
料

の
納
付
が
必
要
で
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
年
金
手
帳
等
、
基
礎
年
金
番
号
が

　

分
か
る
も
の

◇
印
章
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は

　

不
要
）

◇
失
業
者
の
特
例
を
適
用
す
る
場
合
、

　

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
・
雇

　

用
保
険
受
給
資
格
者
証
等

※
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
カ
月
前
ま

　

で
の
期
間
に
つ
い
て
遡
っ
て
免
除

　

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
34
‐
６
１
１
１

◇
市
民
課　

保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
５

有　

料　

広　

告

これまで これから

納付書は納税通知書等と

一緒にホチキスで

綴られた状態

納付書は納税通知書等

とは別に

１枚ずつの状態

種類

免除される
保険料

（令和３年
４月～）

納付する
保険料

将来受給する
年金額への反映

全額免除 16,610円 0円 全額納付の８分の４

４分の３

免除
12,460円 4,150円 全額納付の８分の５

半額免除 8,300円 8,310円 全額納付の８分の６

４分の１

免除
4,150円 12,460円 全額納付の８分の７

21　令和３年４月
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墓
地
の
事
に
つ
い
て

【
市
営
墓
地
の
空
き
状
況
】

　

市
営
墓
地
（
馬
場
崎
墓
地
、
中
央

墓
園
、
夕
日
ヶ
丘
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー

ク
）
の
空
き
状
況
は
こ
の
通
り
で
す
。

◇
馬
場
崎
墓
地　

26
区
画

◇
中
央
墓
園　

44
区
画

◇
夕
日
ヶ
丘
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

43
区
画

（
令
和
３
年
３
月
15
日
現
在
）

　

空
き
区
画
数
は
、
新
規
の
お
申
し

込
み
や
墓
地
区
画
の
返
還
に
よ
り
変

動
し
ま
す
。

　

最
新
の
空
き
区
画
数
、
空
き
区
画

の
場
所
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
最
新
の
空
き
区
画
数
は
、
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
個
人
墓
地
に
つ
い
て
】

　

市
営
墓
地
以
外
の
場
所
で
の
墓
地

の
新
設
や
既
設
墓
地
等
の
区
域
等
を

変
更
・
廃
止
を
す
る
場
合
は
、
法
律

に
よ
り
許
可
が
必
要
で
す
。

　

許
可
を
得
な
い
で
墓
地
等
を
新
設

す
る
と
、
使
用
を
制
限
も
し
く
は
禁

止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
都
市
整
備
課
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課　

都
市
政
策
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
６
６

協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
率
改
定

　

３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら
、

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
健
康
保
険
料
率
（
鳥
取
支
部
）

◇
変
更
前　

９
・
９
９
パ
ー
セ
ン
ト

◇
変
更
後　

９
・
９
７
パ
ー
セ
ン
ト

▼
介
護
保
険
料
率
（
全
国
一
律
）

◇
変
更
前　

１
・
７
９
パ
ー
セ
ン
ト

◇
変
更
後　

１
・
８
０
パ
ー
セ
ン
ト

※
40
〜
64
歳
の
人
（
介
護
保
険
第
２

　

号
被
保
険
者
）
に
は
、
健
康
保
険

　

料
率
に
介
護
保
険
料
率
が
加
わ
り

　

ま
す
。

※
賞
与
に
つ
い
て
は
、
支
給
日
が
３

　

月
１
日
分
か
ら
変
更
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

協
会
け
ん
ぽ　

鳥
取
支
部

　

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

　
　

☎
０
８
５
７
‐
25
‐
０
０
５
１

は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス

運
行
経
路
・
ダ
イ
ヤ
改
正

　

５
月
１
日
（
土
）
よ
り
、
メ
イ
ン

コ
ー
ス
の
竹
内
団
地
内
バ
ス
停
の
一

部
廃
止
と
、
生
活
コ
ー
ス
の
光
洋
の

里
経
由
便
の
減
便
に
よ
り
、
運
行
経

路
と
ダ
イ
ヤ
が
変
更
と
な
る
ほ
か
、

施
設
の
廃
止
・
移
動
等
に
よ
る
バ
ス

停
名
称
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
折
り
込
み
の
「
経
路

図
・
時
刻
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
廃
止
す
る
バ
ス
停

◇
婀
國
前
（
メ
イ
ン
コ
ー
ス
）

▼
移
動
（
統
合
）
す
る
バ
ス
停

◇
大
漁
市
場
な
か
う
ら
前
（
メ
イ
ン

　

コ
ー
ス
）

※
「
プ
ラ
ン
ト
境
港
店
前
」
と
統
合

　

し
ま
す
。
移
動
後
の
バ
ス
停
名
称

　

「
大
漁
市
場
な
か
う
ら
・
プ
ラ
ン

　

ト
境
港
店
前
」

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

観
光
振
興
課　

交
通
政
策
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
８

農
業
委
員
会
情
報

【
春
の
農
作
業
労
賃
標
準
額
】

　

令
和
３
年
春
の
農
作
業
労
賃
標
準

額
を
決
定
し
ま
し
た
。

【
畑
の
飛
砂
防
止
に
つ
い
て
】

　

毎
年
春
に
な
る
と
強
風
に
よ
り
畑

地
の
飛
砂
が
住
宅
の
中
に
入
り
込
む

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
飛
砂
を
防
止
す
る
た
め
防
砂

ネ
ッ
ト
の
設
置
や
強
風
が
予
想
さ
れ

る
際
に
は
事
前
に
散
水
を
行
う
な
ど

の
飛
砂
防
止
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局（
農
政
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
入

札
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課　

管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
６

種別 建築

工事名
（業務名）

第三中学校大規模改造等工事
（建築）

入札日 ３月2日

予定価格 218,680千円

落札額 194,480千円

落札率 88.9％

落札者
平田組・松本組

特定建設工事共同企業体

作業名 標準額（税込） 摘　要

耕
う
ん

水田一般 18,000円
１０アールあたり
※水田は荒起こし、中耕、
　代かきの３回

水田ほ場整備地 17,000円

畑 9,000円

機
械
田
植

水田一般 9,000円
（12,000円） １０アールあたり

※かっこ内は肥料散布を
　含むが、肥料代は除く。水田ほ場整備地 7,000円

（10,000円）

一般労務 800円 １時間あたり

有　

料　

広　

告
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informationinformation

有　

料　

広　

告

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

▼
運
動
期
間　

　

４
月
６
日
（
火
）
〜
15
日
（
木
）

▼
鳥
取
県
の
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

ゆ
と
り
持
つ　

時
間
に
気
持
ち
に

車
間
距
離

▼
鳥
取
県
の
運
動
重
点

◇
子
ど
も
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る

　

歩
行
者
の
安
全
の
確
保

◇
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

◇
歩
行
者
等
の
保
護
を
始
め
と
す
る

　

安
全
運
転
意
識
の
向
上

▼
ポ
イ
ン
ト

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
高
齢
者
や
子
ど

も
の
特
性
を
理
解
し
、
特
に
、
横
断

歩
道
付
近
で
は
、
速
度
を
落
と
し
た

安
全
運
転
と
、
横
断
歩
行
者
等
を
優

先
す
る
思
い
や
り
運
転
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課　

自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
３

高
齢
者
等
運
転
免
許

自
主
返
納
支
援
事
業

　

運
転
免
許
を
自
主
的
に
返
納
さ
れ

た
市
民
を
対
象
に
、
は
ま
る
ー
ぷ
バ

ス
の
回
数
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す
。

▼
支
援
内
容

　

は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
回
数
乗
車
券
11

冊
（
１
冊
11
枚
綴
り
）
を
１
回
交
付

▼
対
象
者

　

有
効
期
限
が
あ
る
運
転
免
許
を
自

主
返
納
さ
れ
た
市
民

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
警
察
署
（
免
許
セ
ン
タ
ー
）
に
お

　

い
て
自
主
返
納
し
た
と
き
に
交
付

　

さ
れ
る
、「
申
請
に
よ
る
運
転
免

　

許
の
取
消
通
知
書
」
の
写
し
ま
た

は
、「
運
転
経
歴
証
明
書
」
の
写
し

◇
印
章

▼
申
請
期
間

　

「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消

通
知
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
取
消

日
ま
た
は
、「
運
転
経
歴
証
明
書
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
交
付
日
の
い
ず

れ
か
の
日
か
ら
60
日
以
内

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課　

自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
３

高
齢
者
へ
の
助
成
制
度

【
軽
度
生
活
援
助
費
】

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
在
宅
生

活
を
支
援
す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、
表
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
年
間
16
時

間
を
限
度
に
、
利
用
料
の
５
割
を
助

成
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

◇
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

◇
70
歳
以
上
の
み
の
世
帯
の
人

※
た
だ
し
、
施
設
入
所
中
や
入
院
中

　

の
人
は
対
象
外
で
す
。

※
申
請
書
は
、
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
郵
送
に
よ
る
申
請
も
で
き

　

ま
す
。

◆
申
請
時
に
持
参
す
る
も
の　

印
章

▼
対
象
サ
ー
ビ
ス

※
原
材
料
費
等
の
実
費
は
利
用
者
の

　

負
担
に
な
り
ま
す
。

※
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
依
頼

　

す
る
前
に
申
請
の
必
要
が
あ
り
ま

　

す
。
ご
利
用
後
に
、
申
請
さ
れ
た

　

場
合
は
、
そ
の
利
用
分
に
つ
い
て

　

は
助
成
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

【
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
】

　

は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費

の
一
部
を
助
成
す
る
券
を
交
付
し
ま

す
の
で
、
利
用
で
き
る
市
内
の
施
術

機
関
で
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

境
港
市
に
住
所
を
有
す
る
70
歳
以

上
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

▼
助
成
額

　

利
用
１
回
に
つ
き
９
０
０
円
の
助

成
券
を
申
請
月
か
ら
来
年
３
月
末
ま

で
の
月
数
分
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の　

印
章

【
在
宅
高
齢
者
介
護
の
た
め
の
紙
お

む
つ
代
】

　

お
む
つ
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
市
内
の
取
扱
店
、
薬
店
な
ど
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象　

境
港
市
在
住
の
人
を
在

宅
に
て
65
歳
以
上
の
常
時
お
む
つ
が

必
要
な
人
を
介
護
し
、
お
む
つ
が
必

要
な
人
と
介
護
者
が
共
に
市
民
税
非

課
税
世
帯
で
あ
る
人

▼
助
成
額
（
月
額
）　

１
２
０
０
円

※
介
護
保
険
の
要
介
護
４
ま
た
は
５

　

の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
を
介
護

　

し
て
い
る
人
は
、
月
額
６
２
５
０

　

円
分
を
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

　

介
護
保
険
証
、
介
護
者
の
印
章

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
９

高
齢
者
実
態
調
査
・

避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
登
録
調
査

　

市
で
は
毎
年
４
・
５
月
に
、
高
齢

者
の
実
態
調
査
お
よ
び
災
害
時
の
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
登
録
す
る

た
め
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対　

象

◇
65
歳
以
上
の
１
人
世
帯

◇
80
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯

▼
内　

容

　

民
生
委
員
が
、
対
象
と
思
わ
れ
る

ご
家
庭
に
訪
問
ま
た
は
電
話
し
、
緊

急
連
絡
先
や
健
康
状
態
な
ど
を
お
聞

き
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課　

高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
９

サービス内容 援助後の利用者負担額

◇外出時の補助（外出・散歩の付き添い）
◇家周りや墓地の手入れ（除草等）
◇家屋内の整理（掃除等）
◇季節ものの入れ替え（ストーブ、衣類等）
◇台風等の自然災害への防備等
　　　　　　　　　　（植木鉢の移動等）
◇家屋の電球交換・水道パッキンの交換

１時間あたり418円

◇除雪 １時間あたり451円

◇庭木のせん定（生垣、植木等） １時間あたり561円

◇軽微な修繕（家屋の軽微な修繕等） １時間あたり589円
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高
齢
者
住
宅
整
備
資
金

貸
付
制
度

60
歳
以
上
の
人
の
た
め
に
、
部
屋

や
浴
室
、ト
イ
レ
な
ど
を
増
改
築（
新

築
は
除
く
）
す
る
同
居
親
族
の
人
に

対
す
る
貸
付
制
度
で
す
。

▼
貸
付
条
件

◇
元
利
金
の
償
還
が
確
実
な
人
（
市

　

民
税
の
所
得
割
が
課
税
の
人
）

◇
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◇
整
備
す
る
住
宅
が
、
借
受
人
の
所

　

有
で
あ
る
こ
と

◇
申
請
以
前
の
着
工
で
な
い
こ
と

◇
工
事
が
確
実
に
年
度
内
に
終
了
す

　

る
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
２
人
あ
る
こ
と

※
連
帯
保
証
人
も
市
民
税
の
所
得
割

　

が
課
税
で
市
税
の
滞
納
が
無
い
こ

　

と
※
借
受
人
と
同
一
生
計
に
あ
る
人

　

は
、連
帯
保
証
人
に
な
れ
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み
期
限

　

来
年
１
月
28
日
（
金
）

▼
貸
付
限
度
額　

２
５
０
万
円

▼
利
率
（
令
和
３
年
３
月
現
在
）

　

０
・
０
４
％

※
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
償
還
に
つ
い
て

　

償
還
期
限
は
、
10
年
以
内
で
半
年

賦
償
還
で
す
（
３
・
９
月
支
払
い
）。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課　

高
齢
者
福
祉
係

☎
47
‐
１
０
３
９

障
が
い
者
手
当
等

【
特
別
障
害
者
手
当
】

▼
対　

象

　

重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生

活
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
、
在

宅
の
20
歳
以
上
の
人

▼
手
当
額
（
月
額
）

　

２
万
７
３
５
０
円

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

▼
対　

象

　

重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生

活
で
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
、
在

宅
の
19
歳
以
下
の
人

▼
手
当
額
（
月
額
）

　

１
万
４
８
８
０
円

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

▼
対　

象

　

中
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
19
歳

以
下
の
児
童
を
在
宅
で
養
育
し
て
い

る
人

▼
手
当
額
（
月
額
・
１
人
当
た
り
）

◇
１
級　

５
万
２
５
０
０
円

◇
２
級　

３
万
４
９
７
０
円

【
共
通
事
項
】

　

そ
れ
ぞ
れ
に
、
認
定
基
準
や
所
得

制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
申
請
方
法

や
必
要
書
類
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
２
１

　
　
　
　
　
　
　

■
42
‐
５
９
８
７

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持

ち
の
人
へ
、
通
院
や
外
出
等
に
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
際
の
チ
ケ
ッ
ト
を

交
付
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

次
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
、

申
請
日
の
属
す
る
年
度
（
申
請
を
行

う
月
が
４
〜
６
月
の
場
合
、前
年
度
）

の
市
民
税
が
非
課
税
の
人

◇
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

◇
療
育
手
帳
Ａ

◇
下
肢
機
能
障
害
、
体
幹
機
能
障
害

　

ま
た
は
乳
幼
児
期
以
前
の
非
進
行

　

性
の
脳
病
変
に
よ
る
運
動
機
能
障

　

害
（
移
動
機
能
障
害
に
限
る
）
が

　

あ
る
人
で
身
体
障
害
者
手
帳
３
級

◇
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

▼
交
付
枚
数

　

１
カ
月
つ
き
４
枚
（
年
間
48
枚
を

限
度
）

▼
持
参
す
る
も
の

　

障
害
者
手
帳
も
し
く
は
療
育
手

帳
・
印
鑑

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
２
１

　
　
　
　
　
　
　

■
42
‐
５
９
８
７

不
妊
検
査
・
治
療
費
助
成

の
制
度
を
拡
充
し
ま
す

　

国
お
よ
び
県
制
度
の
拡
充
に
伴

い
、
今
年
１
月
１
日
以
降
に
終
了
し

た
検
査
・
治
療
に
つ
い
て
、
対
象
者

を
拡
大
し
ま
す
。

　

対
象
者
の
要
件
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫

婦
と
し
て
い
た
も
の
を
事
実
婚
も
対

象
に
含
め
ま
す
。

　

本
市
で
独
自
に
助
成
し
て
い
る
、

不
妊
検
査
（
保
険
適
用
分
）
お
よ
び

一
般
不
妊
治
療
費
（
保
険
適
用
分
）

に
つ
い
て
も
適
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成

に
つ
い
て
は
、
所
得
制
限
が
撤
廃
さ

れ
、
助
成
回
数
に
つ
い
て
も
妻
の
年

齢
に
よ
り
、
上
限
回
数
は
異
な
り
ま

す
が
、
出
生
ご
と
に
回
数
が
リ
セ
ッ

ト
さ
れ
る
制
度
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

計
画
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
１

行
政
相
談
委
員
の
紹
介

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
市
町
村
ご
と
に
委
嘱
さ
れ
、
無
償

で
、
皆
さ
ん
か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
の
要
望
や
暮
ら
し
の
困
り
ご

と
を
お
聴
き
し
、
解
決
の
た
め
の
助

言
や
、
関
係
機
関
へ
の
連
絡
を
行
っ

て
い
ま
す
。（
相
談
日
程
等
は
、
毎

月
市
報
の
巻
末
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。）

　

４
月
１
日
付
け
で
、
行
政
相
談
委

員
の
委
嘱
替
え
が
行
わ
れ
、
本
市
で

は
次
の
３
人
が
引
き
続
き
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和
５
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。

◇
長
榮　

善
二
郎　

さ
ん（
末
広
町
）

◇
渡
邉　

は
る
み　

さ
ん
（
栄
町
）

◇
湯
越　

敬　

さ
ん
（
中
野
町
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ

ー
　

☎
０
８
５
７
‐
24
‐
５
５
４
１

informationinformationinformationinformation
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玉
栄
丸
慰
霊
碑
献
花
式

　

昭
和
20
年
４
月
23
日
に
起
こ
っ
た

旧
日
本
陸
軍
徴
用
船
「
玉
栄
丸
」
の

爆
発
事
故
か
ら
今
年
で
76
年
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
悲
惨
な
事
故
の
忌
ま
わ
し
い

記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

犠
牲
者
の
霊
を
慰
め
る
献
花
式
を
次

の
通
り
行
い
ま
す
。

▼
と　

き　

４
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
７
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

境
港
市
大
正
町
岸
壁

（
慰
霊
碑
は
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
駐
車
場

の
東
隣
に
あ
り
ま
す
。）

※
ご
参
列
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

手
指
消
毒
等
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

生
活
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
７

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
事
典
】

　

山
陰
初
開
催
！
シ
リ
ー
ズ
累
計

４
２
０
万
部
突
破
の
大
人
気
の
本
が

境
港
に
や
っ
て
く
る
！

▼
と　

き

　

（
開
催
中
）
〜
５
月
９
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　

（
最
終
入
場　

午
後
４
時
30
分
）

※
４
月
５
日
（
月
）
〜
23
日
（
金
）
は
、

　

土
日
の
み
開
催

▼
料　

金

◇
こ
ど
も
（
３
歳
以
上
）
８
０
０
円

◇
一
般
（
高
校
生
以
上
）
９
０
０
円

※
開
催
期
間
中
の
土
日
・
祝
日
は
、

　

夢
み
な
と
工
房
（
午
前
10
時
〜
午

　

後
４
時
）
も
同
時
開
催
！

【
夢
み
な
と
公
園
ク
イ
ズ
＆
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
】

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
や
隣
接
施
設
を

ま
わ
っ
て
ク
イ
ズ
＆
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
に
挑
戦
！
抽
選
で
素
敵
な
景
品

当
た
り
ま
す
！

▼
と　

き

　

（
開
催
中
）
〜
５
月
９
日
（
日
）

※
4
月
14
日
（
水
）
は
、
休
館
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

【
高
岡
健
二
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
展
】

▼
と　

き

◇
流
木
で
作
る
ど
う
ぶ
つ
ア
ー
ト

　

（
開
催
中
）
〜
４
月
11
日
（
日
）

◇
た
け
の
こ
の
皮
で
作
る
鳥
ア
ー
ト

　

４
月
17
日（
土
）〜
５
月
９
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　

（
最
終
入
場　

午
後
５
時
30
分
）

▼
料　

金　

要
入
館
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
３
８
０
０

角
護
展
60
年
の
軌
跡

〜
自
然
と
人
間
を
探
る
〜

　

市
内
在
住
の
洋
画
家
、
角
護
さ
ん

の
画
業
60
周
年
を
記
念
し
、
展
覧
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

４
月
２
日
（
金
）
〜
12
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※
７
日
（
水
）
は
、
米
子
市
美
術
館

　

休
館
日
の
た
め
お
休
み
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

米
子
市
美
術
館

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

実
行
委
員
会　

角
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

☎
42
‐
２
７
０
４

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会

春
休
み
お
は
な
し
会

　
　▼
対　

象　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で

▼
と　

き　

４
月
５
日
（
月
）

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

境
公
民
館　

集
会
室

▼
内　

容　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
わ
ら
べ
う

　

た
、
紙
芝
居
な
ど

▼
参
加
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会

　

足
立
さ
ん　
　

☎
45
‐
３
０
７
６

境
台
場
公
園
桜
ま
つ
り

は
中
止
し
ま
す

　

毎
年
、
桜
の
咲
く
頃
に
開
催
す
る

「
境
台
場
公
園
桜
ま
つ
り
」
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観

点
よ
り
、
本
年
も
中
止
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

皆
様
に
は
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　

（
境
港
市
観
光
協
会　

内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
３
８
８
０
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市
職
員
採
用
試
験

　

８
月
１
日
採
用
予
定
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
職
種
・
採
用
予
定
者
数

◇
建
築
技
師　

１
人
程
度

▼
受
験
資
格

◇
住
所
要
件　

な
し

◇
年
齢
要
件

　

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

◇
資
格
要
件

　

一
級
建
築
士
免
許
を
有
す
る
人

▼
応
募
期
限　

４
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

▼
一
次
試
験
日　

５
月
16
日
（
日
）

▼
提
出
書
類

◇
受
験
申
込
書
・
履
歴
書

◇
自
己
紹
介
文

※
実
施
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
実
施
要
項
・
提
出
書
類
は
総
務
課

　

で
交
付
し
ま
す
。

　

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

職
員
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
０
９

市
交
通
安
全
指
導
員

　

通
学
路
等
の
交
通
頻
繁
な
道
路
に

お
い
て
、
児
童
等
の
保
護
誘
導
お
よ

び
安
全
な
通
行
の
確
保
や
、
一
般
歩

行
者
・
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
交

通
誘
導
を
行
う
交
通
安
全
指
導
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格

◇
市
内
に
居
住
す
る
人
で
、
左
記
の

　

活
動
に
参
加
可
能
な
人

▼
活
動
概
要

◇
主
に
登
下
校
時
間
帯
の
通
学
路
等

　

に
お
け
る
交
通
誘
導

◇
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
行
事
へ

　

の
参
加

◇
小
学
校
自
転
車
教
室
へ
の
参
加
な

　

ど
▼
そ
の
他

◇
活
動
に
必
要
な
被
服
等
は
貸
与
し

　

ま
す

◇
活
動
中
の
怪
我
等
は
、
市
が
加
入

　

す
る
保
険
に
よ
り
補
償
さ
れ
ま
す

◇
年
度
末
に
報
償
金
を
お
支
払
い
し

　

ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課　

自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
３

地
域
を
守
る
！
消
防
団
員

　

境
港
市
消
防
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕

事
を
も
ち
な
が
ら
「
自
分
た
ち
の
地

域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

精
神
に
基
づ
き
、
火
災
や
風
水
害
な

ど
の
災
害
を
防
ぐ
活
動
、
救
助
救
出

活
動
の
ほ
か
、
火
災
予
防
活
動
、
各

種
訓
練
を
行
い
「
地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
」
と
し
て
市
民
の
生
命
、
身
体
、

財
産
を
守
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

▼
入
団
資
格

◇
市
内
に
居
住
・
勤
務
す
る
18
歳
以

　

上
の
健
康
な
男
女

※
入
団
後
は
、
消
防
団
本
部
ま
た
は

　

各
地
区
の
分
団
に
所
属
し
ま
す
。

▼
勤
務
概
要

◇
災
害
現
場
に
お
け
る
消
火
活
動
、

　

平
時
の
各
種
訓
練
参
加

◇
火
災
予
防
、
地
域
防
災
な
ど
の
広

　

報
・
啓
発
活
動

◇
応
急
手
当
普
及
啓
発
活
動
、
消
防

　

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

▼
そ
の
他

◇
消
防
団
員
の
身
分
は
、
非
常
勤
特

　

別
職
の
地
方
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

◇
活
動
に
必
要
な
被
服
な
ど
を
貸
与

　

し
ま
す
。

◇
功
労
に
応
じ
た
表
彰
制
度
が
あ
り

　

ま
す
。

◇
消
防
団
活
動
中
に
負
傷
し
た
場
合

　

は
、
公
務
災
害
と
し
て
補
償
さ
れ

　

ま
す
。

◇
団
員
に
は
市
の
条
例
に
規
定
す
る

　

報
酬
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課　

自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
３

伯
州
綿
栽
培
サ
ポ
ー
タ
ー

　

市
農
業
公
社
の
「
伯
州
綿
」
の
栽

培
を
支
え
る
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募

集
し
ま
す
。
収
穫
し
た
綿
は
農
業
公

社
が
買
取
り
ま
す
。

※
昨
年
か
ら
、
マ
ル
チ
シ
ー
ト
設
置

　

区
画
を
設
け
ま
し
た
。
畝
を
マ
ル

　

チ
シ
ー
ト
で
覆
う
の
で
除
草
作
業

　

の
負
担
が
少
な
く
初
め
て
の
人
で

　

も
参
加
し
や
す
い
区
画
で
す
。

▼
対　

象

　

栽
培
期
間
（
５
〜
12
月
）
を
通
じ

て
責
任
を
持
っ
て
栽
培
の
で
き
る
個

人
、
グ
ル
ー
プ

▼
栽
培
場
所

　

文
化
ホ
ー
ル
東
側
（
中
野
町
）

▼
栽
培
面
積

　

１
畝（
約
20
ｍ
）か
ら
希
望
に
よ
る
。

※
数
は
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
買
取
価
格
（
１
㎏
あ
た
り
）

◇
マ
ル
チ
あ
り
区
画　

７
５
０
円

◇
マ
ル
チ
な
し
区
画
１
５
０
０
円

▼
申
込
期
限　

４
月
16
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

代
表
者
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

参
加
人
数
、
希
望
畝
数
、
マ
ル
チ
有

無
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
財
団
法
人　

境
港
市
農
業
公

社
事
務
局
（
農
政
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

informationinformationinformationinformation
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市
民
農
園
利
用
者

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
農
業
に
親
し
ん

で
も
ら
う
た
め
、
市
内
３
カ
所
（
中

浜
・
竹
内
・
中
野
）
に
市
民
農
園
を

設
け
て
い
ま
す
。
休
日
や
余
暇
を
利

用
し
て
、
野
菜
の
栽
培
や
収
穫
の
喜

び
を
実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

　

市
内
在
住
者
（
１
世
帯
１
区
画
）

※
１
区
画　

10
坪
（
約
33
㎡
）

▼
利
用
料
金
（
年
額
）

　

２
３
０
０
円

▼
利
用
期
間
（
年
度
更
新
）

　

申
込
日
〜
来
年
３
月
31
日
（
木
）

※
中
野
市
民
農
園
は
、
移
転
に
伴
い
、

　

５
月
以
降
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

市
美
術
展
覧
会
作
品

　

５
月
22
日
（
土
）
〜
26
日
（
水
）、

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
で
、

第
52
回
境
港
市
美
術
展
覧
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
出
品
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
部　

門

　

絵
画
、
工
芸
、
彫
刻
、
書
道
、
写

真▼
作
品
受
付
日

　

５
月
19
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午

後
７
時
（
時
間
厳
守
）

▼
受
付
会
場

　

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢
み
な
と
タ
ワ
ー　

１
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
申
し
込
み
方
法

　

時
間
内
に
、
会
場
に
直
接
作
品
と

出
品
申
込
票
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

◇
市
内
に
住
所
が
あ
る
、
も
し
く
は

　

勤
務
し
て
い
る
人

◇
市
内
の
い
ず
れ
か
の
部
門
の
グ
ル

　

ー
プ
に
所
属
し
て
い
る
人

　

（
中
学
生
以
下
を
除
く
）

※
詳
し
い
要
項
と
出
品
申
込
票
、
釈

　

文
票
（
書
道
部
門
の
み
）
は
、
各

　

地
区
公
民
館
お
よ
び
生
涯
学
習
課

　

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
３

子
ど
も
書
道
教
室
参
加
者

〜
市
美
術
展
覧
会
連
携
企
画
〜

　

講
師
の
先
生
か
ら
書
道
の
基
礎
を

教
わ
り
、
色
紙
に
作
品
を
書
き
上
げ

ま
す
。

　

完
成
し
た
作
品
は
、
５
月
22
日

（
土
）
か
ら
開
催
す
る
市
美
術
展
覧

会
で
展
示
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

市
内
在
住
の
小
学
１
年
〜
中
学
３

年
生

▼
と　

き　

４
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

上
道
公
民
館　

集
会
室

▼
参
加
費　

５
０
０
円

※
当
日
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
す
る
物

　

学
校
で
使
用
し
て
い
る
書
道
用
具

一
式

※
小
学
校
２
年
生
以
下
の
人
な
ど
、

　

持
っ
て
い
な
い
人
の
た
め
に
若
干

　

数
ご
用
意
を
し
て
い
ま
す
が
、
可

　

能
な
限
り
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　

４
月
20
日
（
火
）
午
後
5
時

▼
定　

員

20
人
（
先
着
）

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
来
庁

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
３

市
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

出
場
者

▼
応
募
資
格

◇
市
内
在
住
の
小
学
生

◇
鳥
取
県
・
島
根
県
在
住
の
中
学
生
・

　

高
校
生

▼
と　

き　

７
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

４
千
円

▼
申
し
込
み
期
間

　

４
月
12
日（
月
）〜
５
月
31
日（
月
）

午
後
５
時

※
郵
送
は
、
当
日
消
印
有
効

▼
申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
要
項
と
申
込
書
は
、４
月
12
日（
月
）

か
ら
生
涯
学
習
課
で
配
布
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
３

informationinformation

市ホームページバナー広告募集中
トップページに、広告・リンクが掲載できます。（月額５千円）

　※詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　https://www.city.sakaiminato.lg.jp/index.php?view=109309
　◆申し込み・問い合わせ先
　　地域振興課　広報情報係　☎４７－１０１０
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informationinformationinformationinformation

カ
ラ
フ
ル
ト
ン
ネ
ル
で

遊
ぼ
う
！
参
加
者

【
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
事
業　

〜
鳥
取
県
立
博
物
館

連
携
企
画
〜
】

　

み
ん
な
で
飾
り
付
け
た
薄
い
シ
ー

ト
が
大
き
な
ト
ン
ネ
ル
に
？
！

　

広
い
場
所
で
思
い
っ
き
り
ア
ー
ト

活
動
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

▼
対　

象　

市
内
在
住
の
小
学
生

▼
と　

き　

４
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

（
開
場　

午
後
１
時
）

▼
と
こ
ろ　

幸
神
体
育
館

▼
参
加
費　

無
料

▼
準
備
す
る
物

　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
服
が
ぬ
れ
た
り
汚
れ
た
り
す

る
も
の
は
使
い
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
来
庁

▼
申
込
期
限

　

４
月
14
日
（
水
）
午
後
５
時

▼
定　

員

30
名
（
先
着
）

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
３

読
み
聞
か
せ
研
修
会

参
加
者

　

読
み
聞
か
せ
の
基
礎
に
つ
い
て
の

研
修
会
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
始
め
た
い
人
、
興
味
の

あ
る
人
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

４
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

▼
と
こ
ろ　

上
道
公
民
館

▼
講　

師

　

足
立
茂
美
さ
ん
（
お
は
な
し
ポ

ケ
ッ
ト
の
会　

代
表
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

氏
名
と
連
絡
先
を
、
電
話
ま
た
は

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

▼
定　

員

10
人
程
度
（
先
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
読
み
聞
か
せ
団
体
連
絡
協

議
会
事
務
局　

遠
藤

☎
０
９
０
‐
６
８
３
７
‐
２
６
６
７

※
電
話
・
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

　

も
に
こ
ち
ら

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
会
員

　

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

と
は
、
複
数
の
種
目
を
、
様
々
な
世

代
の
人
た
ち
が
、
興
味
・
関
心
や
競

技
レ
ベ
ル
を
問
わ
ず
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
住

民
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

る
団
体
で
す
。

　

市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
主
体

的
な
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
活
動
の
普
及
・
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
２

※
活
動
内
容
の
詳
細
は
、
各
団
体
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
境
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
】

▼
対　

象　

市
内
在
住
の
人

▼
と　

き

　

毎
週
木
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

※
祝
日
を
除
く

▼
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

▼
内　

容

　

ス
ト
レ
ッ
チ
、
リ
ズ
ム
体
操
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
太

極
拳
、
卓
球
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
申
し
込
み
方
法

　

会
場
で
随
時
、
受
け
付
け
ま
す
。

▼
会
費
（
年
額
）　

１
万
２
千
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

角
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
６
８
１
８

【
ウ
ル
ト
ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
】

▼
対　

象　

３
歳
〜
小
学
４
年
生

▼
と　

き　

毎
月
第
４
日
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

▼
と
こ
ろ　

幸
神
体
育
館

▼
内　

容　

体
操
教
室

　

鉄
棒
、
と
び
箱
、
マ
ッ
ト
運
動
、

な
わ
と
び
、
逆
立
ち
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

ウ
ル
ト
ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

☎
57
‐
５
１
７
０

■u
ltra
-c
s@
se
a
.c
h
u
k
a
i.n
e
.jp

Web

市報さかいみなと　広告募集中
　この大きさ (5 × 18cm)で、１万５千円！
　※リーズナブルな、１回（月）で５千円・１万円のサイズもあります。

◆申し込み・問い合わせ先　境港市役所　地域振興課　広報情報係　☎４７－１０１０
　市ホームページ　https://www.city.sakaiminato.lg.jp/index.php?view=4934　で詳細を確認できます。

市役所へのよくある質問Ｑ＆Ａ ＢＯＯＫ
　　市役所での手続きなどの疑問に、Ｑ＆Ａ形式で答えた冊子です。

　　子育て支援、健診などの健康、戸籍や住民票、税金、介護保険、

　障がい者福祉など、幅広い分野を掲載しています。

　　また、各係への直通電話番号等も掲載しています。

▼配架場所　市役所・各公民館等

　※この冊子の作成は、市と株式会社サイネックスの協働事業として

　　行いました。

▼問い合わせ先　地域振興課　広報情報係　☎４７－１０１０

こんなときどうすればいいの？

持って行く
ものは？

子育て情報が
知りたい

市役所への
よくある質問

Q&A
BOOK

どこに届け出を出せばいいの？

境港市 株式会社サイネックス

開庁時間 月曜日～金曜日（土日祝日及び12月29日～1月3日は閉庁）
8時30分～17時15分まで

境港市役所へのお問い合わせ
〒684-8501 鳥取県境港市上道町3000

0859-44-30010859-44-2111(代表)

INDEX

境港市

電子書籍
パソコンやスマー
トフォンでもご覧
いただけます。

2市役所電話
番号一覧

4機構図

5子育て・
家庭支援

12健康

16住民票・
戸籍・証明

23マイ
ナンバー

24国民健康
保険

26国民年金

30固定資産税

32個人
市県民税

37軽自動車税
（種別割）

38介護保険

42障がい者
福祉

45結婚支援

46その他
困りごと
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慰
霊
巡
拝
参
加
者

　

「
令
和
３
年
度
慰
霊
巡
拝
」
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
親
族

を
亡
く
さ
れ
た
遺
族
を
対
象
に
、
厚

生
労
働
省
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
実
施
地
域
（
予
定
）

◇
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国

◇
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト

　

共
和
国

◇
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
・
ユ
ダ
ヤ
自

　

治
州

◇
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

◇
中
国
東
北
地
方
（
旧
満
州
地
区
全

　

域
）

◇
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

◇
北
ボ
ル
ネ
オ

◇
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島

◇
ト
ラ
ッ
ク
諸
島

◇
ミ
ャ
ン
マ
ー

◇
フ
ィ
リ
ピ
ン

◇
硫
黄
島

▼
参
加
費
用
（
予
定
）

◇
海
外
地
域

　

お
お
よ
そ
20
〜
35
万
円
程
度

◇
硫
黄
島

　

お
お
よ
そ
２
〜
３
万
円

※
地
域
に
よ
り
実
施
日
程
、
募
集
予

　

定
人
員
、
参
加
費
用
が
異
な
り
ま

　

す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
実
施
日
程
は
巡
拝
地
域
の

情
勢
な
ど
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
、

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
実
施
を
見
合
わ
せ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県　

福
祉
保
健
課

　

地
域
福
祉
推
進
担
当

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
１
４
５

市
民
後
見
人

養
成
講
座
受
講
者

　

身
近
な
立
場
か
ら
成
年
後
見
制
度

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
知
的
・
精

神
障
が
い
の
あ
る
人
等
を
支
え
る

「
市
民
後
見
人
」
を
養
成
す
る
た
め

の
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対　

象

◇
４
月
１
日
現
在
で
、
20
歳
以
上
の

　

県
西
部
地
域
に
お
住
ま
い
の
人

◇
す
べ
て
の
講
座
（
５
月
29
日
（
土
）

　

〜
来
年
３
月
に
月
１
回
程
度
、
土

　

曜
日
開
催
）
を
受
講
で
き
る
見
込

　

み
の
人

◇
成
年
後
見
制
度
お
よ
び
高
齢
者
や

　

障
が
い
者
に
対
す
る
福
祉
活
動
に

　

理
解
と
熱
意
が
あ
り
、
市
民
後
見

　

人
と
し
て
活
動
す
る
意
思
の
あ
る

　

人
▼
と
こ
ろ　

米
子
市
役
所

　

（
市
役
所
駐
車
場
使
用
可
）

▼
応
募
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
市
役
所
長
寿
社
会
課

　

で
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
募
集
締
切

　

５
月
25
日
（
火
）
当
日
消
印
有
効

▼
受
講
料　

無
料

▼
定　

員

25
人

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
８
３
‐
０
８
１
１

　

米
子
市
錦
町
１
丁
目
１
３
９
番
地

3　

米
子
市
福
祉
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
内

　

西
部
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
う

え
る
か
む

　
　
　
　
　
　
　

☎
21
‐
５
０
９
２

　
　
　
　
　
　
　

■
21
‐
５
０
９
４

中
海
自
然
再
生
協
議
会

公
募
委
員

　

「
自
然
再
生
推
進
法
」
に
基
づ
き

平
成
19
年
６
月
に
設
立
さ
れ
た
「
中

海
自
然
再
生
協
議
会
」
は
、
専
門
家
、

行
政
機
関
、
公
募
委
員
な
ど
で
組
織

さ
れ
、
そ
の
委
員
は
２
年
ご
と
に
改

選
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、「
中
海
自
然
再
生
協

議
会
（
第
7
期
）」
委
員
の
任
期
が

満
了
し
た
こ
と
を
受
け
、
第
８
期
の

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
主
な
活
動
内
容

　

自
然
再
生
推
進
法
に
基
づ
く
中
海

自
然
再
生
事
業
の
実
施
状
況
の
確
認

と
討
議
、
適
切
な
助
言
や
提
言
の
実

施
な
ど
。

▼
任　

期

　

令
和
３
年
４
月
１
日
〜
５
年
３
月

31
日

▼
応
募
資
格

　

協
議
会
の
会
議
（
年
２
、
３
回
程

度
）
に
出
席
し
、
討
議
に
参
加
で
き

る
人
ま
た
は
団
体

▼
報
酬
・
旅
費　

支
給
な
し

▼
応
募
期
限　

４
月
30
日
（
金
）

▼
応
募
方
法

　

電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

ま
た
は
郵
送
で
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
所
属
、
住
所
、
連
絡
先
（
電
話
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
等
）、

中
海
に
関
し
関
心
を
持
っ
て
い
る
事

項
を
記
載
し
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名
を
「
協

議
会
応
募
申
込
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
９
０
‐
０
０
６
４

　

島
根
県
松
江
市
天
神
町
１
２
７

　

３
階　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
再

生
セ
ン
タ
ー　

内

　

中
海
自
然
再
生
協
議
会
事
務
局

　
　

☎
０
８
５
２
‐
21
‐
４
８
８
２

　
　

■
０
８
５
２
‐
61
‐
０
９
０
０

　
　

■in
fo
@
size
n
-sa
ise
i.o
rg

職
業
訓
練
受
講
生

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
求
職
者
支

援
訓
練
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
訓
練
科

　

経
理
・
ク
ラ
ウ
ド
活
用
科

▼
訓
練
概
要

　

簿
記
会
計
を
学
び
、
パ
ソ
コ
ン

ス
キ
ル
を
磨
き
ま
す
。（
簿
記
２
級
、

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
等
）

▼
定　

員

12
人

▼
訓
練
期
間

　

４
月
26
日（
月
）〜
10
月
25
日（
月
）

▼
応
募
期
限

　

４
月
14
日
（
水
）
正
午

▼
応
募
資
格

　

就
職
を
希
望
す
る
人

▼
受
講
料　

無
料

※
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実
費
は

　

自
己
負
担

▼
訓
練
場
所

　

有
限
会
社　

米
子
情
報
処
理
セ
ン

タ
ー
（
境
港
市
松
ヶ
枝
町
・
無
料
駐

車
場
あ
り
）

▼
参　

考

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防

止
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
は
、
一
定

の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練
受
講

給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
で
き

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子　

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
３
９
１
１

Mail FAX

informationinformation

FAX

2
‐
５

然
再
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納
税
相
談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

猶
予
制
度
（
分
割
納
付
、
徴
収
猶
予
、

差
押
財
産
の
換
価
の
猶
予
）
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

４
月
30
日
（
金
）

　

５
月
31
日
（
月
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課　

滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
火
曜
ナ
イ
タ
ー
お
仕
事
相
談
会
】

　

正
規
雇
用
へ
の
転
換
や
転
職
の
支

援
、
ま
た
60
歳
以
上
限
定
の
「
生
涯

現
役
求
人
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

４
月
13
日
（
火
）・
27
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▼
と
こ
ろ

　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
５　

境
港
サ
ロ
ン

※
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
開
催

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
３
３
９
５

※
子
育
て
応
援
お
仕
事
相
談
Ｄ
Ａ
Ｙ

　

に
つ
い
て
は
、
本
紙
32
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

informationinformationinformationinformation

相相 

談談

電子雑誌「旅色」に境港特集が登場します
境港の新たな魅力を全国に情報発信し、

観光誘客を図るため、電子雑誌「旅色」

の境港特集を制作し、３月２５日（木）

から公開しています。

　ナビゲーターに映画・ドラマなどで活

躍され、来年のＮＨＫ大河ドラマ「鎌倉

殿の１３人」に出演予定の『南沙良』さ

んを迎えて、「水木しげるロード」や「白

砂青松の弓ヶ浜サイクリングコース」な

どの観光スポットや「かに料理」などの

グルメスポットを紹介しています。

【南
みなみ

沙
さ

良
ら

さん　プロフィール】

▼２００２年６月１１日生（１８歳）

▼東京都出身

▼ドラマ

　◇ＴＢＳ系「ドラゴン桜」（４月～）

　◇ＮＨＫ大河ドラマ「鎌倉殿の１３人」

　　（２０２２年～）

▼ＣＭ

　◇「キリン午後の紅茶」

　◇江崎グリコ「ポッキー」イメージ

　　キャラクター

右のQRコードから

ご覧いただけます。

▼問い合わせ先　観光振興課　観光振興係　☎４７－１０６８

市公式Facebook
@Sakaiminato.City

https://www.facebook.com/
sakaiminato.city/

公式ウェブサイトの情報等を
掲載しています。
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子育て
ひろば

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせく

ださい。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先と

同じです。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、

　掲載しているイベントや行事等が急遽中止や延期とな

　る場合があります。

　詳しくは、記載の問い合わせ先へご確認ください。

ひとり親向け行政サービス
【高等職業訓練促進給付金事業等】

▼対　象

◇２０歳未満の子を養育する父または母

◇児童扶養手当受給者または同等の所得水準にあること

▼内　容

　看護師、介護福祉士、保育士等の資格取得のために

養成機関で修学する際に生活費相当を支給します。

※入学金等の貸付制度もあります。

【自立支援教育訓練給付金事業】

▼対　象　（高等職業訓練促進給付金事業等と同じ）

▼内　容

　雇用保険制度等の指定講座を受講した際に対象講座

の一部を支給します。

※事前申し込みが必要です。

【災害遺児手当】

▼対　象　◇中学生までの児童を養育する者

　　　　　◇所得税非課税者

▼内　容

　養育者が天災、事故、自死により死亡、障がいの状

態になった児の健全な育成のための手当（２千円／月）

を支給します。

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７７

ファミリー・サポート・
センター利用料助成

　市では、安心して子育てができるよう、以下の人に

利用料の助成を行っています。

▼対象者

◇児童扶養手当受給世帯

◇市民税非課税世帯

◇満１歳未満のお子さんを在宅で育児中の世帯

　（保育園等利用の場合は除く）

◇多胎児世帯（双子、三つ子など）

▼助成額　利用料の半額

　　　　　（社会福祉協議会の助成金を除いた額の半額）

▼提出するもの

◇申請書（印章が必要）

◇援助活動報告書（写）

◇振込先口座がわかるもの（通帳等）

◇市民税の課税証明書（市民税非課税世帯）※１

◇児童扶養手当証書（写）（児童扶養手当受給世帯）※２

　※１、※２は、公簿等で確認できる場合は省略できます。

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７７

児童扶養手当の支給

▼対　象

　ひとり親家庭の父または母などで１８歳まで（障が

いがある場合は２０歳）の子どもを養育する人

※令和３年３月分からは、障害年金を受給している人

　も「児童扶養手当の額」と「障害年金の子の加算部

　分の額」との差額を、児童扶養手当として受給でき

　るようになりました。

▼手当額（４月現在）

◇基本額　４万３１６０円

◇加算額（児童２人目）　１万１９０円

　　　　（児童３人目以降）６１１０円

※所得等の制限があり、支給されない場合や減額され

　る場合があります。

▼必要書類

　戸籍謄本、年金手帳、個人番号、印章、通帳など

※支給条件に応じて、他に種類が必要となる場合があ

　ります。

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７７
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認定こども園　美哉幼稚園
【園庭開放】

▼と　き　毎週火・木曜日　午前中

※事前の検温と、大人はマスクの着用をお願いします。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９

聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

【園庭開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

※園舎の開放は、４月は中止しています。

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

土曜日子育て応援お仕事相談ＤＡＹ
　子育てしながら働きたい人を対象としたお仕事相談

会を開催します。

▼と　き　４月10日（土）、24日（土）

　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分

　　　　　※毎月第２・４土曜日開催

▼ところ　県立境港ハローワーク

▼問い合わせ先

　県立境港ハローワーク　☎４４－３３９５

きらきら・ひまわり情報
【おおきくなったね！】※要事前申し込み

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　４月２０日（火）

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分　

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼内　容　４月生まれの誕生会、親子ふれあい遊び、

　　　　　おはなし会、身体計測、手形、足形など

▼定　員    １３組

▼申込期間　４月５日（月）～１６日（金）　

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１０時４５分～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

　　　　　※４月の第１週は、４月５日（月）開催

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼申し込み・問い合わせ先

　こども支援センター　「きらきら」☎４５－０１１６

　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３

チャイルドシート等
購入費補助金

チャイルドシート（ジュニアシート含む）購入費用

の一部補助を行います。

▼対　象

　購入日に市内に居住する６歳未満児を養育している

保護者。

※子ども１人につき、１回限りです。

▼補助金額

　チャイルドシート等の購入費用の２分の１（５千円

を上限）

▼申請方法

　チャイルドシート等を購入後１年以内に、窓口で申

請してください。

※申請書類は、窓口にあります。

▼申請に必要なもの

◇領収書（申請者、金額、品名、日付、販売店名等の

　記載のあるもの）

◇製品の取扱説明書

◇印章

◇申請者の通帳（補助金の振込先がわかるもの）

▼申請・問い合わせ先

　自治防災課自治防災係　☎４７－１０２３

就学援助制度
小・中学生のいる家庭で、経済的な理由で就学が困

難な世帯に、学用品費・校外活動費（修学旅行費等）・

給食費などの費用の一部を援助する制度です。

▼対　象

◇要保護世帯（生活保護法により保護を受けている世

　帯）（受給申請は不要）

◇準要保護世帯（要保護世帯に準ずる程度に、経済的

　に困っていると認められる世帯）（受給申請が必要）

▼申し込み・問い合わせ先

◇各小・中学校

◇教育総務課学事係　☎４７－１０８５

　連休中の休日保育、地域子育て支援センター「ひま

わり」、こども支援センター「きらきら」の開設・開

館状況については、本紙４ページに掲載しています。
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☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　☎４７－１０９１

☆乳幼児健康診査・相談の日程

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第３金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第１金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第４金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

  4月13日（火）

　12：30 ～ 13：45 の 間で、
時間差で少人数ずつ行います。
　詳しい時間については、別途
対象者へ郵送でお知らせします。

令和２年9月生まれの乳児

健康推進課  保健係
　☎47－ 1042

※母子健康手帳を
　持参してください
　（妊活相談を除く）

会場
　保健相談センター

  5月25日（火） 令和２年10月生まれの乳児

１歳６カ月児
健康診査

  4月14日（水） 令和元年9月生まれの幼児

  5月12日（水） 令和元年10月生まれの幼児

３歳児
健康診査

  4 月  8 日（木） 平成30年 1月生まれの幼児

  5月13日（木） 平成30年 2月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談   4 月  6 日（火）

  6 月  8 日（火）

9：30～ 12：00
　　　　　の間で予約制で実施 妊産婦・乳幼児と保護者

※事前にお申し込みください離乳食講習会
（５～８カ月児）10：00～
（９カ月～１歳６カ月児）10：50～
　　　　　　　の予約制で実施

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※こども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く
※連休中の開館状況は４ページをご覧ください

乳幼児と保護者

「きらきら」

　☎45－ 0116

「ひまわり」

　☎21－ 8103

すまいる　育成保育園
【OPEN　DAY】※事前申し込み不要

▼対　象

　未就園児親子・保護者のみ

▼と　き

　４月２１日（水）午前１０時～１１時３０分

※時間内で都合の良い時間にお越しください。

▼内　容

　開放日、園内見学、アロマスプレー作り（選ぶ香り

によってリラックス効果、消臭効果などのスプレーが

作れます）

※アロマスプレーを作る場合は、ボトル代１００円が

　必要です。

※来園の際は、新型コロナウイルス感染症対策として、

　たくさんのお願いをしています。

　詳しくは、お問い合わせください。

▼問い合わせ先　

　育成保育園　☎４４－１９５８

　公式ＬＩＮＥ ＩＤ ＠３６２ｙｇｐｒａ

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ利

用券（１回の申請につき３０００円分）を交付してい

ます。今月の対象者は下記のとおりです。

※お子さんの誕生月が令和２年５、８、１１月の人は、

　４月３０日（金）が申請期限ですので、ご注意くだ

　さい。また、令和２年９月生まれのお子さんの場合

　は、６カ月児健康診査の時にも、申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課　育児支援係　☎４７－１０７７

お子さんの誕生月 参　考

１回目
令和２年１１月
～３年１月

出生月の３～５カ月後

２回目 令和２年８～１０月 出生月の６～８カ月後

３回目 令和２年５～７月 出生月の９～１１カ月後

※「ひまわり」での開催分について、今月から時間が変更になりました。
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今月の新規図書

【一般書】

◇あきない世傳金と銀10　　　　 （高田郁）

◇最後の晩ごはん15 　　　　　（椹野道流）

◇服のはなし　　　　　　　　　（行司千絵）

◇よりみち世界の街ある記　　　（飯塚舜介）

◇私の愛する店　　　　　　　（後藤由紀子）

◇桐谷さんの株主優待のススメ　（桐谷広人）

◇エンド・オブ・ライフ　　　　（佐々涼子）

◇「脳コワさん」支援ガイド　　（鈴木大介）

◇発達障害で問題児でも働けるのは理由

（ワケ）がある！　　（かなしろにゃんこ。）

◇発達障害で普通に生きられなかったわたしが

　交際０日で結婚するまで　　　（安藤まな）

◇おひとりさまの親と私の「終活」完全ガイド

◇山陰企業年鑑２０２１年度版

【児童書】

◇くわずにょうぼう　　　　　　　（谷真介）

◇ちらしずし　　　　　　　　（はまのゆか）

◇ひなまつりのちらしずし　　　（宮野聡子）

◇世界の家　世界のくらし2・3 （ERIKO）

◇ねこのようしょくやさん　　　（KORIRI）

◇だいすきな先生へ　　  （N.カーペンター）

◇ラディアン　　　　　　  （T.ヴァレント）

　　　　　　　　　　　　　　計１６０冊

☆貸出冊数・期間　　　１人５冊・２週間

市民図書館　☎４７－１０９９

◆開館時間　午前９時３０分～午後６時３０分

　　　　　【土・日・祝日は午後６時閉館】

◆休館日　　毎月第２木曜日・毎月末

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

新刊続々　～絶賛貸し出し中～

図 書 館 に 行 こ う ！図 書 館 に 行 こ う ！
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　図書館関連 催し物

　今年度も、引き続き新型コロナウイルスの感染防止対

策を心がけながら、本の貸し出し・予約受付をはじめ、

リファレンス（調べもの相談）・イベント等いろいろなサー

ビスに取り組んでいきます。どうぞご利用ください。

　現在の市民図書館は、新図書館に向けての準備等で、

今年度中に（時期は未定）長期休館することになります。

ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いします。

春の風景
　４月のこの時期、図書館から見える市中央公園の桜の

美しさに、つい見入ってしまうことがあります。

　多くの人に植えてもらったチューリップなど、春を待

ち望んでいた草花の姿も図書館を華やかにしてくれます。

　来年のこの時期は休館しているため、この風景を今の

図書館として見ることができるのは今年が最後です。しっ

かり目に焼き付けたいと思います。

令和３年度もよろしくお願いします

と　き 催事名 ところ 時　間 入場料・参加費

4月 17日（土）

5月 1日（土）
古典講座「みんなで楽しく『万葉集』を読もう」 上道公民館 14:00～ 15:00 無　料

毎月第４土曜日
かみしばいと英語の読み聞かせ

市民図書館
14:30～ 15:00

無　料
大人のための英語多読教室 15:30～ 16:30

市報広告を募集中！
　「市報さかいみなと」に広告掲載をして、宣伝してみませんか？

◇発行部数　12,400 部

◇広告掲載場所　各ページの一番下（表紙・裏表紙を除く）

◇広告の規格・掲載料（月額）

・１号広告（5㎝ × 18㎝）15,000 円  ・２号広告（5㎝ × 12㎝）10,000 円・３号広告（5㎝ × 6㎝）5,000 円△

問い合わせ先　地域振興課広報情報係　☎ 47-1010

※市報広告以外にも、ホームページバナー広告やはまるーぷバス広告などもあります。

　詳細についてはお問い合わせください。

市民交流センターの建設に向けて⑫
　今月は、ホール部分（コンクリート棟）3階の鉄骨・鉄筋・

型枠工事となります。図書館部分（鉄骨棟）は、東側の

基礎工事が進められるとともに、西側（現図書館側）に

鉄骨がいよいよ建てられていきます。

　コンクリート棟の3階あたりから作業現場を撮った写

真を、玄関ホールに展示しています。実際には見ること

のできない様子です。ぜひご覧ください。
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－境港市の人口－
　　男　：16,275人（－ 13）
　　　女　：17,323人（－ 13）
　　合　計：33,598人（－ 26）
　　世帯数：15,401世帯（＋9）

　※令和３年2月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談
　４月　８日（木）
　５月１３日（木）

13：00 ～ 16：00
老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談
　４月　９日（金）
　５月１４日（金）

13：30 ～ 15：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取行政監視
　　行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

法　律　相　談
（司法書士による）

　４月１４日（水）
　５月１２日（水）

13：30 ～ 15：00
老人福祉センター（浜の里）
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
（弁護士による）

　４月　２日（金）
　４月１６日（金）
　５月　７日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30 ～ 17：00

法　律　相　談
（相続・遺言、
不動産、多重
債務問題など）

無料面談相談は中止しています。
詳しくはホームページをご覧ください。
　■ http://www.tottori-shihoshoshi.jp/
　　 html/consultation.html

（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４

多重債務・法律
相  談  会

　４月１５日（木） 13：30 ～ 15：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談
　４月１３日（火）
　５月１１日（火）

10：30 ～ 12：30
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：15
子育て支援課育児支援係
　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－５０１０

こころの相談
カウンセリング

　４月２６日（月） 13：00 ～ 15：00
健康推進課保健係
　☎４７－１０４３
※予約制

Ｄ　Ｖ　相　談

◇心と女性の相談担当　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７

受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日 8：30 ～ 19：00、 火～金曜日 8：30 ～ 17：15、
  第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日 8：30 ～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

Web

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

4月 17日（土）
シンフォニー　アナログ・レコード鑑賞会
SPレコード特集

文化ホール
14：00～
16：00

境港市文化振興財団    
☎ 44－ 1000

無　料

4月 24日（土） みなとまちマーケット
台場公園
海とくらし
の史料館

10：00～
15：30

Instagram
「minatomati.
market」

マーケットエリア
無　料

4月 24日（土）
サロンコンサート
ストリングスカルテットの響き
（出演：アクエリアス弦楽四重奏団）

文化ホール
14：00～
15：00

境港市文化振興財団    
☎ 44－ 1000

無　料
（飲み物等の提供
はありません）

5月 1日（土）
～10日（月）

マンボウ展
海とくらし
の史料館

9：30～
17：00

（最終入館16：30）

海とくらしの史料館    
☎ 44－ 2000

大人 410円
小人 100円

幼児・70歳以上無料

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

今月のげんきちゃん
みんな 元気いっぱい すくすく育ってね☆

☆ネットで応募☆
できるように
なりました

三浦　勇
ゆうご

吾 ちゃん

（令和２年５月１３日生）（外江町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

　いつも癒しをありがとう！

榊原　彩
さ え

恵 ちゃん

（令和元年１２月５日生）（新屋町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

元気いっぱい！可愛いお転婆さえちゃん。沢山遊

んで、沢山食べて、これからもすくすく育ってね。

佐々木　結
ゆうせい

正 ちゃん

（令和２年９月２４日生）（夕日ヶ丘２丁目）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

　パパみたいに大きくなーれ！！

□材料（４人前）
◇セイゴ（40g程度）

　　　　　　　　４切

◇片栗粉　　　　９ｇ

　　　　　（大さじ1）

◇揚げ油　　　　適量

◇白ねぎ　　１／５本

◇にんじん

　　　　　中１／７本

★材料

　◇米酢　　　１５ｇ

　　　　　　（大さじ１）

　◇食塩　　ひとつまみ

　◇砂糖　　　１０ｇ

　　　　　（大さじ１強）

　◇オリーブ油　３ｇ

　　　　　（小さじ１弱）

　◇水　　　　２０ｇ

　　（大さじ１と１／３）

　エスカベーシュは、８世紀ごろスペインで生まれた地中海料

理です。魚や肉を素揚げにして、酢・油・香辛料などで作った

液に、セロリやパプリカ、レモンなどの香味野菜と一緒に一晩

漬けこんで作ります。南蛮漬けの起源とされる料理です。

　種子島にポルトガル船が漂着すると、九州に地中海の文化が

伝わりました。そこで伝わった料理の一つが、エスカベーシュ

です。当時、ポルトガルやスペインのことを南蛮と呼んでいた

ことから、揚げた小魚をねぎや唐辛子を加えた二杯酢や三杯酢

につける料理のことを、南蛮漬けと呼ぶようになったそうです。

　今回は、甘酢ダレに漬け込むのではなく、上からかけて調味

をした、給食用アレンジバージョンの「セイゴのエスカベーシ

ュ」を紹介します。境港で水揚げされたスズキの若魚「セイゴ」

と、境港で多く栽培されている白ねぎを使っています。地元の

おいしいものがつまったエスカベーシュです。甘酸っぱい味が

食欲をそそります。ぜひお試しください。

□作り方
①　白ねぎは小口切り、人参は3㎜幅のせん切りにしておく。

②　鍋に★の調味料と、白ねぎ、人参を入れて加熱し、甘酢ダ

　レを作る。

③　セイゴに片栗粉をまぶして、185℃の油で、約4分間揚

　げる。

④　③に②のタレをかけて、でき上がり。

セイゴのエスカベーシュ

【問い合わせ先】
　境港市学校給食センター
☎21－ 2111  FAX 21－ 2112

セイゴのエスカベ シ

   24学校給食レシピ学学今月
の


